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2ご当地グルメで登別の魅力を発信

登
別
の
『
食
』
で
魅
力
づ
く
り
を

　
９
種
類
の
泉
質
の
温
泉
が
豊
富
に
湧
き

出
し
、
北
海
道
有
数
の
観
光
地
と
し
て
全

国
に
知
ら
れ
る
登
別
市
。
登
別
温
泉
街
は
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
で
一
年
中
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

　
登
別
市
に
は
、
知
名
度
が
高
い
温
泉
が

あ
る
一
方
、
登
別
を
連
想
す
る
食
の
イ
メ

ー
ジ
や
メ
ニ
ュ
ー
が
少
な
い
の
が
現
状
で
、

登
別
市
が
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
を
は
じ
め
、

観
光
客
に
も
愛
さ
れ
る
ま
ち
や
観
光
地
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
、
市
民
に
よ
る
温
泉

以
外
の
魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
み
は
じ
め

ま
し
た
。

ご
当
地
グ
ル
メ
を
作
ろ
う

　
平
成
23
年
度
か
ら
、
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
は
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
ご
当
地

グ
ル
メ
を
作
る
こ
と
で
、
温
泉
へ
の
観
光

客
を
市
街
地
に
も
呼
び
込
も
う
と
、
市
内

の
飲
食
店
に
登
別
ら
し
い
新
た
な
メ
ニ
ュ

ー
の
開
発

を
呼
び
掛

け
て
き
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
、

市
内
で
ご

当
地
グ
ル

メ
開
発
に

向
け
て
取
り
組
む
３
つ
の
団
体
の
賛
同
を

得
て
、
平
成
26
年
度
に
、
フ
ー
ド
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
青
山
則
靖
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
迎
え
、
一
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に

向
け
て
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
ラ
ン
チ
な
ど
の
需
要
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
品
し

や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
を
実
現
す
る
た
め
、
麺

料
理
に
注
目
し
、
閻
魔
大
王
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
焼
き
そ
ば
の
開
発
が
ス
タ
ー
ト
。
研

究
や
試
作
を

幾
度
と
な
く

繰
り
返
し
た

末
に
、
遂
に

『
登
別
閻
魔

や
き
そ
ば
』

が
市
内
の
飲

食
店
23
店
で

提
供
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
が
育
て
る
ご
当
地
グ
ル
メ
に

　
『
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば
』
が
、
市
内
外

の
多
く
の
方
に
愛
さ
れ
る
ご
当
地
グ
ル
メ

に
な
る
た
め
に
は
、
市
民
で
あ
る
わ
た
し

た
ち
の
応
援
が
不
可
欠
で
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
各
店
の
味
を
楽
し
み
な
が

ら
、
登
別
の
新
た
な
魅
力
で
あ
る
ご
当
地

グ
ル
メ
を
一
緒
に
育
て
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

道内には、札幌のスープカレー、旭川のラーメンとい
ったさまざまな『ご当地グルメ』がありますが、皆さんは
登別の『ご当地グルメ』を知っていますか？
現在、市内では、登別の新たな魅力を創造し、まちの

活性化へつなげるため、地元の食材を使った『ご当地グル
メ』を育て、定着させる取り組みが行われています。
今号では、『登別版ご当地グルメ』誕生の背景やその魅

力を紹介します。
▶問い合わせ　商工労政グループ（☎85２１７１）

特
　集

ご当地グルメでご当地グルメでご当地グルメで
登別の魅力を発信登別の魅力を発信登別の魅力を発信

▲多いときは毎週のように行わ
　れた開発への取り組み

え
ん

ま

▲完成披露会の様子

あ
お
や
ま
の
り
や
す



▲開発の思いを語る吉田さん

▲登別閻魔やきそば試食の様子

掟その２掟その２掟その２

掟その１掟その１掟その１

掟その３掟その３掟その３

3 ご当地グルメで登別の魅力を発信

おいしいものでまちを元気においしいものでまちを元気に

　以前から、登別の『食』を市
内外の方にもっと知ってほしい
と思っていました。そんなとき、
登別ブランド推奨品の一つであ
る登別閻魔ラーメンからヒント
を得たことが『登別閻魔やきそ
ば』を作るきっかけに。登別で
獲れる魚介類などを入れた試作
品を、市内外で行われるイベン
トなどでお客さんに提供すると
とても好評で、大きな手ごたえ
を感じました。平麺のコシや歯
ごたえ、タレの旨みと辛さがう
まく融合することを追求し、市

内の飲食店の開発メンバーの皆さんと試行錯誤を繰り返
した結果、『登別閻魔やきそば』
が完成しました。
　まずは地元の皆さんに食べて
いただき、応援団になってもら
えるとうれしいです。
　みんなでまちの元気のために、
『登別閻魔やきそば』を育てて
いきたいですね。

『登別閻魔やきそば』の開発に携わった一人である
吉田武史さんにお話しを伺いました

『
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば
』
の
こ
だ
わ
り
を
知
れ
ば
、
お
い
し
さ
も
倍
増
！

『
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば
』
の
こ
だ
わ
り
を
知
れ
ば
、
お
い
し
さ
も
倍
増
！

北海道産小麦の平麺を使う
　北海道産小麦『ゆめちから』を
100㌫使った平麺は、閻魔大王指
定の秘密のタレとの相性も抜群。

閻魔大王指定の秘密のタレを使う
　ピリ辛の中にゴマのこくがある
指定のタレがベース。
　うま辛のタレはやみつきになる
こと間違いなし。

登別産または登別近郊の食材を使う
　野菜をはじめ、たらこやビノス
貝などの海産物、エゾシカ肉など、
登別市やその近郊の食材を使用。

　
『
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば
』
は
、
閻
魔
大

王
か
ら
の
３
つ
の
掟
で
あ
る
『
北
海
道
産

小
麦
の
平
麺
を
使
う
こ
と
』
、
『
閻
魔
大

王
指
定
の
秘
密
の
タ
レ
を
使
う
こ
と
』
、

『
登
別
産
ま
た
は
登
別
近
郊
の
食
材
を
使

う
こ
と
』
を
守
っ
た
上
で
、
各
飲
食
店
が

自
由
に
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
ご
当
地
グ
ル
メ
で
す
。

　
麺
の
厚
さ
や
タ
レ
の
か
ら
み
や
す
さ
、

火
の
と
お
り
時
間
な
ど
を
踏
ま
え
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
た
ど
り
つ
い
た
平
麺

の
ほ
か
、
『
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば
』
の
た

め
に
特
別
に
開
発
さ
れ
た
タ
レ
が
、
こ
の

掟
の
こ
だ
わ
り
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
店

を
食
べ
歩
き
、
お
店
ご
と
の
特
徴
や
味
の

違
い
な
ど
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
は
と
は
と
は

閻
魔
大
王

閻
魔
大
王

閻
魔
大
王

お
き
て

お
き
て

お
き
て

か
ら
の

か
ら
の

か
ら
の
３
つ
の
掟

え
ん
え
ん

まま

よし だ たけ し



4ご当地グルメで登別の魅力を発信

▲三角ポップ
▲のぼり

❹ミルキィーハウス
１．登別温泉町60
２．☎84 2 4 1 0
３．キャベツ、ウインナー
４．10時～18時
５．700円

❺食事処松前（登別グランドホテル内）
１．登別温泉町154
２．☎84 2 1 0 1
３．野菜、魚介類
４．20時～24時
５．864円

❻コーヒー＆ビストロ きっさ点
１．登別東町3－3－2
２．☎83 2 5 2 7
３．魚介類
４．11時～20時
５．980円

10喰道楽 味壺
１．登別東町4－15－2
２．☎83 2 2 1 4
３．豚肉、イカ、エビ、卵
４．17時～22時
５．800円

11ソーダ食堂
１．千歳町6－1－98
２．☎88 0 6 9 0
３．イカ、卵
４．10時30分～20時
５．980円

12喫茶ハーモニー（市民会館内）
１．富士町7－33－1
２．☎85 3 9 7 0
３．エゾシカ肉、卵
４．11時～16時
５．750円

16ぱぴあ（アーニス内）
１．中央町4－11
２．☎81 2 1 4 9
３．卵
４．11時～18時
５．450円

17居酒屋 ぐうちょきぱ
１．中央町1－2－1
２．☎85 8 3 2 3
３．柳だこ、豚肉
４．17時～23時
５．490円

22Bakery Café Sora
１．若草町3－9－9
２．☎86 8 6 7 7
３．牛乳、チーズ、卵
４．12時～18時
５．380円

23御菓子司 かわむら
１．鷲別町2－22－6
２．☎86 7 9 5 1
３．魚介類、野菜
４．９時～17時
５．250円

18旬の台所 くる美
１．中央町2－14－2
２．☎85 0 8 3 8
３．豚肉、エゾシカ肉
４．11時30分～21時
５．1188円

今後、『登別閻魔やきそば』の提
供を希望するお店は、商工労政グ
ループ（☎85 2 1 7 1 ）に問い合
わせください。

お店の目印は
これ！

至白老

36

登別温泉

JR登別駅

JR富浦駅

各お店の番号は、
○店名
１．住所
２．電話番号
３．主な使用食材
４．『登別閻魔やきそば』提供時間
５．価格（税込）

を表しています。
※提供店、価格、提供時間は５月１
　日現在のものです。
※主な使用食材は時期により変更と
　なる場合があります。
※定休日、準備中の時間帯など、詳
　しくは各店に問い合わせください。

登別閻魔やきそば

食べ歩きマップ

アンド

ベーカリー カフェ ソラ

2

登別
グランド
ホテル
●

●登別観光協会

●コンビニエンスストア

●登別温泉
　ふれあいセンター

❺

❹

❸
❶❷

350

●
泉源公園

えん ま



ご当地グルメで登別の魅力を発信5

❶温泉市場
１．登別温泉町50
２．☎84 2 5 6 0
３．ホッキ、イカ、タコ
４．11時30分～22時
５．980円

❷登鬼屋
１．登別温泉町76
２．☎84 3 1 0 6
３．①タラコ、②めんたいこ
４．18時～翌１時
５．①918円、②972円

❸いせくら
１．登別温泉町71
２．☎84 3 1 2 3
３．登別牛、ホルモン
４．18時～翌１時
５．950円

❼喫茶 ぽおら
１．登別東町1－6－2
２．☎83 2 8 3 6
３．野菜、豚肉
４．９時～17時
５．700円

❽やきとりの一平 登別店
１．登別東町2－26－2
２．☎83 1 8 1 8
３．ビノス貝
４．17時～23時
５．750円

❾味の美和
１．登別東町2－25－1
２．☎83 3 2 1 7
３．イカ、エビ、豚肉
４．11時～22時
５．700円

13味処ふくじゅ
１．中央町5－12－1
２．☎85 2 6 6 1
３．海鮮、野菜、豚肉
４．11時～19時
５．650円

14旬の華 和か菜
１．中央町5－8－1
２．☎85 4 5 6 7
３．豚肉、柳だこ
４．11時30分～22時30分
５．918円

19ほろべつ屋台村　箸遊 佳乃
１．中央町2－6－2
２．☎090－7650－3005
３．ひき肉、アスパラ
４．18時～
５．850円（そぼろ肉あり）

20福来軒
１．中央町2－8－5
２．☎85 9 5 1 2
３．野菜
４．11時30分～20時
５．850円

15ホテル平安
１．中央町5－1－1
２．☎88 0 3 3 1
３．チーズ、ベーコン
４．９時～20時
５．宴会料理に含む

21隠れが たく
１．若草町4－12－4
２．☎87 2 9 1 1
３．ホタテ、野菜
４．17時～23時
５．800円

●
市民プール

●岡志別の森運動公園●

●市民会館
亀田記念公園●

JR鷲別駅至室蘭
22

12

11
21

23

782

144
782

JR富浦駅JR幌別駅

市立図書館

JR登別駅

10

❻

❽
❾
❼
●登別駅前郵便局

室蘭信用金庫　
登別支店●

36

286

2

と

はしあそび よし の

き や

15

19

18

17

16

14

市役所
●

アーニス●

JR幌別駅

中
央
通

東通

327

387

総合福祉センター
（しんた21）

●  

13

20

●登別郵便局



6国民健康保険税のお知らせ

国民健康保険税のお知らせ

課税限度額が昨年度から一部変更されました

※『介護納付金分』の課税限度額が12万円から14万円に、『後期高齢者医療支援金等分』の課税限度額が14万円から
　16万円になりました。
※国民健康保険税は、国民健康保険の財政状況に応じて、毎年税率などの見直しを行っています。
　現在、医療費の減らない状況が続いており、次年度以降の税率は増額改正が必要な状況です。

国民健康保険税の納め方　※納付には、口座振替が便利です。
○納付書（普通徴収）、○口座振替（普通徴収）、○年金からの天引き（特別徴収）

⑥ 4月 1日までに世帯主が65歳になった世帯で、上記①～⑤に該当しない場合
9 月末納期（第 4期）分までの保険税は、納付書または口座振替で納めてください。
それ以降は、10月（偶数月）に支給される年金から天引きが始まります。
※国民健康保険グループに備え付けの変更申出書により、口座振替を継続すること
　もできます。詳しくは問い合わせください。

年金からの天引きが始まるまでは、納付書または口座振替で納めてください。
※加入時期などにより、年金からの天引きの開始時期が異なります。

年間保険税額のおおむね半額を 4回に分けて、これまでどお
り納付書または口座振替で徴収します。

本年度税額が決定する前は、仮算定された税額（前年度 2月
と同額）を徴収します。

税額決定後、年間の保険税から仮徴収分を差し引
いた額を徴収します。

残りの半額を年金から徴収します。

これからも年金からお支払いいただきます。
※口座振替に変更したい場合は、国民健康保険グループ備え付けの変更申出書によ
　り変更できます。詳しくは問い合わせください。

すでに年金から天引き
されている世帯

①天引きの対象となる年金の受給年額が18万円未満の方
②介護保険料との合計額が、天引きの対象となる年金受
　給額の半分を超える方
③世帯主が国民健康保険に加入していない世帯
④65歳未満の国保被保険者がいる世帯
⑤世帯主が年度内に75歳になる世帯

特別徴収の額など
＜すでに特別徴収となっている場合＞

＜年度途中から特別徴収を開始する場合（10月から開始の例）＞

特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）

普通徴収 特別徴収（本徴収）

問い合わせ
国民健康保険グループ
（☎85１７７１）平成27年度の納税通知書を６月中旬に郵送します

まだ年金から天引き
されていない世帯

上記以外の世帯
※４月２日以降に国民健康
　保険に加入した世帯など。

4 月

1 期 ( 6 月) 2 期 ( 7 月) 3 期 ( 8 月) 4 期 ( 9 月)

6 月 8 月 10月 12月 2 月

10月 12月 2 月

各加入者の【平成26年
中の所得－33万円】の
合算×8.3%

介護該当者の【平成26
年中の所得－33万円】
の合算×2.5%

各加入者の【平成26年
中の所得－33万円】の
合算×1.8%

介護該当者の加入者数
×5,200円

世帯の加入者数×
3,800円

介護該当者がいる 1世
帯当たりの定額 1世帯あたりの定額

世帯の加入者数×
2万6,000円

A＋B＋C
＝課税額①

A
所得割

B
均等割

C
平等割

課　税
限度額

合　計
A＋B＋C
＝課税額②

A＋B＋C
＝課税額③

8.3%

税率など
区　分

医療給付費分 介護納付金分
（40歳以上65歳未満の方） 後期高齢者医療支援金等分

税率など 税率など計算方法 計算方法計算方法

2 万6,000円

2 万5,000円

51万円 14万円

①＋②＋③= 1 年間の国民健康保険税額

16万円

1世帯あたりの定額

2.5%

5,200円

5,800円

1.8%

3,800円

4,000円

納付書または口座
振替で納めてくだ
さい。

公共下水道区域外の地域を対象に浄化槽整備事業（個別排水処理施設整備事業）を行っています。

申し込み・問い合わせ
下水道グループ

浄
化
槽
と
は

　
浄
化
槽
は
、
生
活
排
水
を
各
家
庭
で

処
理
で
き
る
個
人
下
水
道
で
す
。
槽
内

で
は
微
生
物
が
有
機
物
（
汚
物
）
を
食

べ
て
分
解
し
て
く
れ
ま
す
。
宅
地
内
の

乗
用
車
１
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
で
浄
化
槽

が
設
置
で
き
（
工
事
は
10
日
間
程
度
）
、

衛
生
的
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
家
庭

の
生
活
排
水
を
し
っ
か
り
処
理
し
て
く

れ
る
の
で
、
身
近
な
生
活
環
境
の
改
善

や
保
全
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

事
業
の
内
容

　
浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
す
る
方
の
申

請
に
よ
り
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維

持
管
理
（
保
守
点
検
や
清
掃
な
ど
）
を

行
い
ま
す
。

工
事

▼
市
の
工
事
　
浄
化
槽
の
設
置
工
事

▼
個
人
の
工
事
　
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造

　
工
事
や
生
活
排
水
を
浄
化
槽
ま
で
流

　
す
た
め
の
工
事
（
こ
れ
ら
の
工
事
は

　
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
対
象
に
な
り

　
ま
す
）

申
し
込
み

　
募
集
は
通
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年

度
ご
と
の
設
置
基
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
・
相
談
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
区
域

▼
全
地
域
　
カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、

　
登
別
温
泉
町
、
札
内
町
、
富
浦
町
、

　
来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町

▼
一
部
の
地
域
　
中
登
別
町
、
登
別
東

　
町
、
登
別
港
町
、
新
栄
町
、
幸
町
、

　
千
歳
町
、
常
盤
町
、
柏
木
町
、
片
倉

　
町
、
青
葉
町
、
緑
町
、
若
山
町
、
富

　
岸
町
、
鷲
別
町
、
上
鷲
別
町

対
象
と
な
る
建
物

　
一
般
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、
共
同

住
宅
、
事
務
所

※
別
荘
を
除
き
ま
す
。

設
置
し
た
方
の
負
担

　
市
が
施
工
し
た
浄
化
槽
の
設
置
工
事

費
の
１
割
を
分
担
金
と
し
て
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
分
担
金
は
５
年
に
分

割
し
、
年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
生
活

排
水
を
浄
化
槽
に
流
し
込
む
排
水
設
備

工
事
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
使
っ
た
水
の
量
に
応
じ
た
下

水
道
料
金
相
当
額
を
使
用
料
と
し
て
、

２
カ
月
に
１
度
納

め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
浄
化
槽
に
空

気
を
送
る
ブ
ロ
ワ

な
ど
の
電
気
代
は

使
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

平成27年度浄化槽設置希望者を募集します

平成27年度浄化槽設置希望者を募集します7

※市ホームページ
　『個別排水処理施設整備事業のご案内』も
　ご覧ください。　
http://www.city.noboribetsu.lg.jp/
　　　　　　　 docs/2013030800753/

個別排水処理区域個別排水処理区域個別排水処理区域

 色の付いている部分が下水道で処理する集合処理区域、
それ以外の白色の部分が浄化槽で処理する個別排水処理区域です。

上登別町

登別温泉町

中登別町

札内町

来馬演習場

富浦町 登別駅

登別東IC
幸町

室蘭工業用水池

新栄町

若山浄化センター

幌別駐屯地

登別市役所
幌別駅

登別室蘭IC

上鷲別町

鷲別町

室蘭市



6国民健康保険税のお知らせ

国民健康保険税のお知らせ

課税限度額が昨年度から一部変更されました

※『介護納付金分』の課税限度額が12万円から14万円に、『後期高齢者医療支援金等分』の課税限度額が14万円から
　16万円になりました。
※国民健康保険税は、国民健康保険の財政状況に応じて、毎年税率などの見直しを行っています。
　現在、医療費の減らない状況が続いており、次年度以降の税率は増額改正が必要な状況です。

国民健康保険税の納め方　※納付には、口座振替が便利です。
○納付書（普通徴収）、○口座振替（普通徴収）、○年金からの天引き（特別徴収）

⑥ 4月 1日までに世帯主が65歳になった世帯で、上記①～⑤に該当しない場合
9 月末納期（第 4期）分までの保険税は、納付書または口座振替で納めてください。
それ以降は、10月（偶数月）に支給される年金から天引きが始まります。
※国民健康保険グループに備え付けの変更申出書により、口座振替を継続すること
　もできます。詳しくは問い合わせください。

年金からの天引きが始まるまでは、納付書または口座振替で納めてください。
※加入時期などにより、年金からの天引きの開始時期が異なります。

年間保険税額のおおむね半額を 4回に分けて、これまでどお
り納付書または口座振替で徴収します。

本年度税額が決定する前は、仮算定された税額（前年度 2月
と同額）を徴収します。

税額決定後、年間の保険税から仮徴収分を差し引
いた額を徴収します。

残りの半額を年金から徴収します。

これからも年金からお支払いいただきます。
※口座振替に変更したい場合は、国民健康保険グループ備え付けの変更申出書によ
　り変更できます。詳しくは問い合わせください。

すでに年金から天引き
されている世帯

①天引きの対象となる年金の受給年額が18万円未満の方
②介護保険料との合計額が、天引きの対象となる年金受
　給額の半分を超える方
③世帯主が国民健康保険に加入していない世帯
④65歳未満の国保被保険者がいる世帯
⑤世帯主が年度内に75歳になる世帯

特別徴収の額など
＜すでに特別徴収となっている場合＞

＜年度途中から特別徴収を開始する場合（10月から開始の例）＞

特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）

普通徴収 特別徴収（本徴収）

問い合わせ
国民健康保険グループ
（☎85１７７１）平成27年度の納税通知書を６月中旬に郵送します

まだ年金から天引き
されていない世帯

上記以外の世帯
※４月２日以降に国民健康
　保険に加入した世帯など。

4 月

1 期 ( 6 月) 2 期 ( 7 月) 3 期 ( 8 月) 4 期 ( 9 月)

6 月 8 月 10月 12月 2 月

10月 12月 2 月

各加入者の【平成26年
中の所得－33万円】の
合算×8.3%

介護該当者の【平成26
年中の所得－33万円】
の合算×2.5%

各加入者の【平成26年
中の所得－33万円】の
合算×1.8%

介護該当者の加入者数
×5,200円

世帯の加入者数×
3,800円

介護該当者がいる 1世
帯当たりの定額 1世帯あたりの定額

世帯の加入者数×
2万6,000円

A＋B＋C
＝課税額①

A
所得割

B
均等割

C
平等割

課　税
限度額

合　計
A＋B＋C
＝課税額②

A＋B＋C
＝課税額③

8.3%

税率など
区　分

医療給付費分 介護納付金分
（40歳以上65歳未満の方） 後期高齢者医療支援金等分

税率など 税率など計算方法 計算方法計算方法

2 万6,000円

2 万5,000円

51万円 14万円

①＋②＋③= 1 年間の国民健康保険税額

16万円

1世帯あたりの定額

2.5%

5,200円

5,800円

1.8%

3,800円

4,000円

納付書または口座
振替で納めてくだ
さい。

公共下水道区域外の地域を対象に浄化槽整備事業（個別排水処理施設整備事業）を行っています。

申し込み・問い合わせ
下水道グループ

浄
化
槽
と
は

　
浄
化
槽
は
、
生
活
排
水
を
各
家
庭
で

処
理
で
き
る
個
人
下
水
道
で
す
。
槽
内

で
は
微
生
物
が
有
機
物
（
汚
物
）
を
食

べ
て
分
解
し
て
く
れ
ま
す
。
宅
地
内
の

乗
用
車
１
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
で
浄
化
槽

が
設
置
で
き
（
工
事
は
10
日
間
程
度
）
、

衛
生
的
で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
家
庭

の
生
活
排
水
を
し
っ
か
り
処
理
し
て
く

れ
る
の
で
、
身
近
な
生
活
環
境
の
改
善

や
保
全
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

事
業
の
内
容

　
浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
す
る
方
の
申

請
に
よ
り
、
市
が
浄
化
槽
を
設
置
し
維

持
管
理
（
保
守
点
検
や
清
掃
な
ど
）
を

行
い
ま
す
。

工
事

▼
市
の
工
事
　
浄
化
槽
の
設
置
工
事

▼
個
人
の
工
事
　
水
洗
ト
イ
レ
の
改
造

　
工
事
や
生
活
排
水
を
浄
化
槽
ま
で
流

　
す
た
め
の
工
事
（
こ
れ
ら
の
工
事
は

　
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
対
象
に
な
り

　
ま
す
）

申
し
込
み

　
募
集
は
通
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年

度
ご
と
の
設
置
基
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
・
相
談
は
お
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
区
域

▼
全
地
域
　
カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、

　
登
別
温
泉
町
、
札
内
町
、
富
浦
町
、

　
来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町

▼
一
部
の
地
域
　
中
登
別
町
、
登
別
東

　
町
、
登
別
港
町
、
新
栄
町
、
幸
町
、

　
千
歳
町
、
常
盤
町
、
柏
木
町
、
片
倉

　
町
、
青
葉
町
、
緑
町
、
若
山
町
、
富

　
岸
町
、
鷲
別
町
、
上
鷲
別
町

対
象
と
な
る
建
物

　
一
般
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、
共
同

住
宅
、
事
務
所

※
別
荘
を
除
き
ま
す
。

設
置
し
た
方
の
負
担

　
市
が
施
工
し
た
浄
化
槽
の
設
置
工
事

費
の
１
割
を
分
担
金
と
し
て
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
分
担
金
は
５
年
に
分

割
し
、
年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
生
活

排
水
を
浄
化
槽
に
流
し
込
む
排
水
設
備

工
事
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
使
っ
た
水
の
量
に
応
じ
た
下

水
道
料
金
相
当
額
を
使
用
料
と
し
て
、

２
カ
月
に
１
度
納

め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
浄
化
槽
に
空

気
を
送
る
ブ
ロ
ワ

な
ど
の
電
気
代
は

使
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

平成27年度浄化槽設置希望者を募集します

平成27年度浄化槽設置希望者を募集します7

※市ホームページ
　『個別排水処理施設整備事業のご案内』も
　ご覧ください。　
http://www.city.noboribetsu.lg.jp/
　　　　　　　 docs/2013030800753/

個別排水処理区域個別排水処理区域個別排水処理区域

 色の付いている部分が下水道で処理する集合処理区域、
それ以外の白色の部分が浄化槽で処理する個別排水処理区域です。

上登別町

登別温泉町

中登別町

札内町

来馬演習場

富浦町 登別駅

登別東IC
幸町

室蘭工業用水池

新栄町

若山浄化センター

幌別駐屯地

登別市役所
幌別駅

登別室蘭IC

上鷲別町

鷲別町

室蘭市



この記事の関連動画
を次の方法でご覧い
ただけます。

・ＵＲＬ：
  https://youtu.be/
  a3uhz-G8N_A
・市フェイスブック
・二次元バーコード

自
然
環
境
保
全
の
シ
ン
ボ
ル
開
園

自
然
環
境
保
全
の
シ
ン
ボ
ル
開
園

　
４
月
29
日
㈬
、
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

前
で
、
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
供
用
開
始
と
同
セ
ン
タ
ー
の

完
成
を
記
念
し
て
『
市
制
施
行
45
周
年
記
念
キ
ウ
シ
ト

湿
原
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
』
を
行
い
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・
登
別
理
事
長
の
堀
本

宏
さ
ん
は
「
本
日
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
日
と
位
置
づ

け
、
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
団
体
の
活
動
を
さ
ら
に
深
め

て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

▼
開
園
日
時
　
11
月
15
日
㈰
ま
で
の
９
時
30
分
〜
17
時

　
（
月
曜
日
休
園
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
84
８
４
７
０
）

未
来
へ
と

つ
な
が
る
友
好
を

未
来
へ
と

つ
な
が
る
友
好
を

登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹
都
市
提
携
盟
約
調
印
式

▲姉妹都市の証である盟約書を掲げる３市長

▲仲良く触れ合う両市の中学生

▲季節や時期ごとに、さまざまな表情を見せる湿原

5
18

4
29

キ
ウ
シ
ト
湿
原
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

　
５
月
18
日
㈪
、
幌
別
中
学
校
で
『
登
別
市
・
海
老
名
市
姉
妹
都
市
提
携
盟
約

調
印
式
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
登
別
市
と
神
奈
川
県
海
老
名
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城
県

白
石
市
を
含
め
た
３
市
で
、
平
成
23
年
に
『
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣
言
』
に

調
印
。
以
降
、
互
い
の
市
の
物
産
展
を
毎
年
開
催
す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
て

い
き
、
こ
の
日
、
白
石
市
の
風
間
康
静
市
長
の
立
ち
会
い
の
下
、
姉
妹
都
市
提

携
の
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
の
後
は
、
幌
別
中
学
校
と
海
老
名
市
立
大
谷
中
学
校
の
生
徒
が
交
流

し
た
ほ
か
、
末
永
く
交
流
が
続
く
こ
と
を
願
い
、
大
谷
中
学
校
の
生
徒
ら
に
よ

る
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
交
流
で
は
、
最
初
は
互
い
に
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
最
後
は
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。
未
来
あ
る

中
学
生
が
仲
良
く
触
れ
合
う
姿
は
、
両
市
が
よ
り
深
く
つ
な
が
る
将
来
を
象
徴

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

ほ
り  

も
と

ひ
ろ
し

心
待
ち
に
し
て
い
た

春
を
満
喫

心
待
ち
に
し
て
い
た

春
を
満
喫

　
５
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
、
亀
田
記
念
公
園
で
『
グ
リ

ー
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
さ
く
ら
祭
り
』
（
登
別
造
園

工
事
業
協
同
組
合
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
来
場
者
に
花
の
季
節
を
楽
し
み
、

花
々
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
度
、

桜
の
季
節
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
２
日
間

と
も
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
園

芸
市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
買
い
物
、
太
鼓
演
奏
、

よ
さ
こ
い
演
舞
な
ど
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
公
園
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
草
木
に
触
れ
、
春
の
訪
れ
を
実
感
し
ま
し

た
。

▲多くの来場者でにぎわう会場
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▲ぬくもりあふれる新体育館内部

光
が
差
し
、
ぬ
く
も
り

あ
ふ
れ
る
体
育
館

光
が
差
し
、
ぬ
く
も
り

あ
ふ
れ
る
体
育
館

春
風
を
感
じ
な
が

春
風
を
感
じ
な
が
ら
疾
走

ら
疾
走
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鷲
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小
学
校
体
育
館
完
成
披
露
会
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回
登
別

　こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン

第
40
回
登
別

　こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン

　
５
月
８
日
㈮
、
鷲
別
小
学
校
で
３
月
30
日
㈪
に
完
成

し
た
新
体
育
館
の
完
成
披
露
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
体
育
館
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
13
の
小

中
学
校
体
育
館
の
う
ち
、
耐
震
化
が
必
要
と
判
断
さ
れ

た
９
校
す
べ
て
の
耐
震
化
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
新
体
育
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
２
階
建

て
で
、
面
積
は
、
１
千
118
・
09
平
方
㍍
。
海
抜
約
17
㍍

の
屋
上
は
、
災
害
時
の
津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て
使
用
で

き
る
ほ
か
、
内
装
に
は
、
木
を
多
用
す
る
こ
と
で
温
か

み
を
感
じ
る
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
体
育
館
は
、
４
月
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

児
童
が
伸
び
伸
び
と
運
動
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
10
日
㈰
、
前
日
か
ら
の
雨

も
上
が
っ
た
青
空
の
下
、
市
営
陸

上
競
技
場
を
発
着
地
点
に
『
第
40

回
登
別
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
』

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ

れ
、
今
回
新
た
な
市
街
地
コ
ー
ス

を
設
定
し
た
３
・
５
・
10
㌔
㍍
と

親
子
３
㌔
㍍
の
４
種
目
に
、
市
内

外
か
ら
約
400
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
を
済
ま
せ
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
陸

上
競
技
場
内
で
準
備
体
操
や
開
会

式
を
行
っ
た
後
、
各
種
目
ご
と
に

ス
タ
ー
ト
地
点
に
集
合
。
ス
タ
ー

ト
の
合
図
と
と
も
に
、
大
人
も
子

ど
も
も
力
い
っ
ぱ
い
に
走
り
出
し

ま
し
た
。

　
陸
上
競
技
場
を
飛
び
出
し
た
10

㌔
㍍
種
目
参
加
の
ラ
ン
ナ
ー
は
、

傾
斜
の
あ
る
コ
ー
ス
に
息
を
弾
ま

せ
な
が
ら
も
、
沿
道
の
多
く
の
市

民
か
ら
の
「
が
ん
ば
れ
」
の
声
援

に
笑
顔
を
見
せ
、
春
の
風
を
感
じ

な
が
ら
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、

ゴ
ー
ル
に
続
く
道
を
走
り
抜
け
ま

し
た
。
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４
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湿
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湿
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湿
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。
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湿
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９
時
30
分
〜
17
時

　
（
月
曜
日
休
園
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
84
８
４
７
０
）

未
来
へ
と

つ
な
が
る
友
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携
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。
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降
、
互
い
の
市
の
物
産
展
を
毎
年
開
催
す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
て

い
き
、
こ
の
日
、
白
石
市
の
風
間
康
静
市
長
の
立
ち
会
い
の
下
、
姉
妹
都
市
提

携
の
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
の
後
は
、
幌
別
中
学
校
と
海
老
名
市
立
大
谷
中
学
校
の
生
徒
が
交
流

し
た
ほ
か
、
末
永
く
交
流
が
続
く
こ
と
を
願
い
、
大
谷
中
学
校
の
生
徒
ら
に
よ

る
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
交
流
で
は
、
最
初
は
互
い
に
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
ゲ
ー

ム
を
通
じ
て
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
最
後
は
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。
未
来
あ
る

中
学
生
が
仲
良
く
触
れ
合
う
姿
は
、
両
市
が
よ
り
深
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つ
な
が
る
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来
を
象
徴
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る
か
の
よ
う
で
し
た
。
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ろ
し
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待
ち
に
し
て
い
た
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満
喫
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待
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た

春
を
満
喫

　
５
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
、
亀
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記
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で
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グ
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タ
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１
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ら
祭
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』
（
登
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造
園

工
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業
協
同
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合
主
催
）
が
行
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れ
ま
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た
。

　
こ
の
イ
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ト
は
、
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場
者
に
花
の
季
節
を
楽
し
み
、

花
々
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
度
、

桜
の
季
節
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
２
日
間

と
も
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
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来
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は
、
園
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、
フ
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マ
ー
ケ
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で
の
買
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物
、
太
鼓
演
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、

よ
さ
こ
い
演
舞
な
ど
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
公
園
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
草
木
に
触
れ
、
春
の
訪
れ
を
実
感
し
ま
し
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新
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の
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披
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が
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同
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館
が
完
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た
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に
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の
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学
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体
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の
う
ち
、
耐
震
化
が
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と
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た
９
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が
完
了
し
ま
し
た
。

　
新
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の
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建
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で
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は
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海
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の
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は
、
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害
時
の
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避
難
ビ
ル
と
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て
使
用
で

き
る
ほ
か
、
内
装
に
は
、
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を
多
用
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る
こ
と
で
温
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み
を
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る
造
り
と
な
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て
い
ま
す
。

　
同
体
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は
、
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ら
利
用
が
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始
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て
お
り
、

児
童
が
伸
び
伸
び
と
運
動
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
10
日
㈰
、
前
日
か
ら
の
雨

も
上
が
っ
た
青
空
の
下
、
市
営
陸

上
競
技
場
を
発
着
地
点
に
『
第
40

回
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別
こ
い
の
ぼ
り
マ
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ソ
ン
』

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ

れ
、
今
回
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な
市
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地
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ス

を
設
定
し
た
３
・
５
・
10
㌔
㍍
と

親
子
３
㌔
㍍
の
４
種
目
に
、
市
内

外
か
ら
約
400
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付

け
を
済
ま
せ
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
陸

上
競
技
場
内
で
準
備
体
操
や
開
会

式
を
行
っ
た
後
、
各
種
目
ご
と
に

ス
タ
ー
ト
地
点
に
集
合
。
ス
タ
ー

ト
の
合
図
と
と
も
に
、
大
人
も
子

ど
も
も
力
い
っ
ぱ
い
に
走
り
出
し

ま
し
た
。

　
陸
上
競
技
場
を
飛
び
出
し
た
10

㌔
㍍
種
目
参
加
の
ラ
ン
ナ
ー
は
、

傾
斜
の
あ
る
コ
ー
ス
に
息
を
弾
ま

せ
な
が
ら
も
、
沿
道
の
多
く
の
市

民
か
ら
の
「
が
ん
ば
れ
」
の
声
援

に
笑
顔
を
見
せ
、
春
の
風
を
感
じ

な
が
ら
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
、

ゴ
ー
ル
に
続
く
道
を
走
り
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け
ま

し
た
。
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10

　
山
菜
採
り
に
出
掛
け
た
方
が
遭
難
す
る

事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
行
方
不
明
者
の
多
く
は
山
菜
採

り
の
経
験
者
で
す
。

　
山
菜
採
り
を
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
山
場
所
の
地
形
を
よ
く
確
認
す
る

・
気
象
情
報
を
確
認
し
、
悪
天
候
の
場
合

は
中
止
す
る

・
行
き
先
と
帰
る
時
間
を
家
族
に
伝
え
る

・
単
独
で
の
入
山
を
避
け
、
声
を
掛
け
合

い
位
置
を
確
認
す
る

・
白
や
黄
色
な
ど
、
目
立
つ
色
の
服
を
着

用
す
る

・
携
帯
電
話
や
非
常
食
、
防
寒
着
を
携
帯

す
る

・
崖
や
急
斜
面
な
ど
の
危
険
な
場
所
に
は

近
づ
か
な
い

・
熊
よ
け
の
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
、
音

を
立
て
る
工
夫
を
す
る

・
『
ク
マ
の
出
没
情
報
』
に
注
意
し
、
足

跡
や
ふ
ん
を
見
た
と
き
は
す
ぐ
に
引
き

返
す

・
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
笛
な
ど
を
吹
い

て
自
分
の
位
置
を
知
ら
せ
る

・
む
や
み
に
歩
き
回
る
こ
と
は
体
力
の
消

耗
と
な
る
の
で
、
捜
索
隊
を
待
つ

　
警
察
や
消
防
へ
の
通
報
が
遅
れ
る
と
、

捜
索
が
難
航
し
て
救
助
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
必
ず
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を
確
認
す
る

・
帰
宅
時
間
に
戻
ら
な
い
と
き
は
、
す
ぐ

に
通
報
す
る

　
『
登
別
女
声
コ
ー
ラ
ス
Ｍ
Ｆ
Ｃ
』

は
、
昭
和
40
年
に
発
足
し
、
こ
と
し

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在

在
籍
し
て
い
る
の
は
、
20
代
か
ら
80

代
ま
で
の
女
性
17
人
。
毎
週
木
曜
日

の
19
時
か
ら
、
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｆ
Ｃ
と
い
う
名
称
は
、
も
と
も

と
町
内
会
の
母
親
同
士
で
結
成
さ
れ

た
こ
と
に
由
来
し
、
マ
ザ
ー
ズ
、
フ

レ
ン
ズ
、
サ
ー
ク
ル
の
頭
文
字
で
す
。

現
在
は
、
町
内
会
や
母
親
な
ど
の
加

入
要
件
は
無
く
な
っ
て
お
り
、
多
様

な
会
員
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
練
習
が
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
和

や
か
だ
っ
た
ホ
ー
ル
の
雰
囲
気
は
一

変
し
、
柔
軟
体
操
や
発
声
練
習
、
コ

ー
ラ
ス
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組
む
会

員
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
代
表
の
古
田
幸
代
さ
ん
は
「
会
員

同
士
は
、
サ
ー
ク
ル
外
で
も
集
ま
る

ほ
ど
仲
が
良
い
で
す
が
、
練
習
中
は

私
語
も
少
な
く
な
り
、
指
導
者
の
も

と
、
技
術
面
の
ほ
か
精
神
面
も
磨
か

れ
て
い
ま
す
。
女
声
合
唱
な
ら
で
は

の
音
楽
を
つ
く
る
と
い
う
、
発
足
時

か
ら
の
合
唱
団
の
姿
勢
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。

　
11
月
開
催
予
定
の
創
立
50
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
大
会
に
向
け

て
、
密
度
の
高
い
練
習
を
行
う
同
合

唱
団
で
す
が
、
初
心
者
や
未
経
験
者

の
参
加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
昨
年

加
入
し
た
舛
田
泰
美
さ
ん
は
「
歌
声

を
聴
き
、
感
動
し
て
加
入
し
ま
し
た
。

未
経
験
で
し
た
が
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー

ト
も
あ
り
、
楽
し
く
練
習
で
き
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
見
学
を
希
望
す
る
方
は
古
田
さ
ん

（
☎
85
６
２
４
４
）
ま
で
。

知って備える防災メモ・仲間たち

山
菜
採
り
へ
行
く
と
き
は

山
菜
採
り
へ
行
く
と
き
は

熊
の
出
没
に
注
意

熊
の
出
没
に
注
意

問
い
合
わ
せ

室
蘭
警
察
署（
☎
46
０
１
１
０
）

遭
難
し
た
と
き
は

遭
難
し
た
と
き
は

家
族
の
方
へ

家
族
の
方
へ

山
菜
よ
り
も
大
切
な
『
あ
な
た
の
命
』

山
菜
よ
り
も
大
切
な
『
あ
な
た
の
命
』
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っ
て
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え
る
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っ
て
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え
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メ
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

登別女声コーラスMFC登別女声コーラスMFC
エムエム エフエフシーシー

節目の年を迎え、
これまでの練習の成果を
しっかり発揮します

過去３年間の
遭難事故発生件数
平成26年度　２件
平成25年度　３件
平成24年度　４件

ふ
る
た
ゆ
き

よ

ま
す
だ
ひ
ろ
み

　さらに、平成23年度
には行方不明者も出て
います。くれぐれもお
気を付けください。

▲ステージに立つ姿をイメージして練習

　聴覚に障がいのある方の日常生活支援
を目的に、ことし４月から市障害福祉グ
ループで手話通訳専門員として勤務して
いる大鎌佳奈美さん。
　業務は、市役所や公共機関・団体への
手続きや相談、病院受診時などの手助け、
行事やイベントの通訳要請に対応するな
ど多岐にわたります。
　長きにわたって手話と関わり、手話に
ついて学んできた大鎌さんに、手話通訳
専門員としての思いや手話の魅力を聞き
ました。

　　昭和38年、伊達市生まれ。51歳。 　　
藤女子短期大学を卒業後の昭和59年から13年間伊達市役所に
勤務する中で手話に出会う。現在、登別市役所保健福祉部障
害福祉グループに手話通訳専門員として勤務。

手話は、私を成長さ
せ、人と人を結び付
けてくれるもの

手話は、私を成長さ
せ、人と人を結び付
けてくれるもの

大鎌佳奈美
おお かま か な み

さん

▲市役所窓口で手話を使って相談に応じ
　る大鎌さん

11 きらり

　
「
30
年
ほ
ど
前
、
伊
達
市
職
員
だ
っ

た
と
き
、
広
報
担
当
と
し
て
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
聴
力
障
害
者
協
会
の
行
事

を
取
材
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
表
情
豊
か
に
生
き
生
き
と
手

話
を
使
っ
て
話
す
方
と
出
会
い
、
『
わ

た
し
も
こ
ん
な
風
に
手
話
を
通
じ
て
お

話
を
し
て
み
た
い
』
と
、
そ
の
魅
力
に

惹
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
手
話
を
始

め
る
き
っ
か
け
で
し
た
」
と
話
す
大
鎌

佳
奈
美
さ
ん
。

　
大
鎌
さ
ん
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
、
手

話
通
訳
者
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
能

に
つ
い
て
審
査
す
る
『
手
話
通
訳
者
全

国
統
一
試
験
』
に
挑
み
、
猛
勉
強
の
末
、

合
格
率
１
割
の
難
関
を
見
事
突
破
し
ま

し
た
。

　
「
手
話
は
、
手
だ
け
で
な
く
、
口
の

動
き
や
表
情
、
身
振
り
を
使
っ
て
表
現

し
ま
す
。
手
話
通
訳
専
門
員
と
し
て
、

市
役
所
窓
口
で
の
説
明
を
手
話
を
介
し

て
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
こ
れ
か
ら
も
日
々
勉
強
し
、
技
術
を

磨
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ

る
方
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
ど
う

し
て
ほ
し
い
の
か
、
そ
の
思
い
の
深
さ

を
感
じ
取
り
、
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

相
手
の
気
持
ち
に
立
て
る
手
話
通
訳
専

門
員
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
、
大
鎌
さ
ん
は
熱
意
に
満
ち

て
い
ま
す
。

　
相
手
の
思
い
を
汲
み
取
り
、
正
確
に

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
話
す
大
鎌
さ

ん
。

　
「
手
話
は
言
語
の
一
つ
で
あ
り
、
手

の
動
き
一
つ
一
つ
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
手
の
動
き
が
、
実
は
手
話
に
通
じ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
意
味
を

知
り
、
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、
実
際

に
手
話
に
親
し
む
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
と
の
会
話
が
広
が
り
、
豊
か
で
楽

し
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
す
大
鎌
さ
ん
。

　
相
手
に
寄
り
添
っ
た
手
話
で
、
き
ょ

う
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

心
に
寄
り
添
え
る

手
話
通
訳
専
門
員
に

心
に
寄
り
添
え
る

手
話
通
訳
専
門
員
に

心
に
寄
り
添
え
る

手
話
通
訳
専
門
員
に

手
話
か
ら
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

手
話
か
ら
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

手
話
か
ら
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る



10

　
山
菜
採
り
に
出
掛
け
た
方
が
遭
難
す
る

事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。
行
方
不
明
者
の
多
く
は
山
菜
採

り
の
経
験
者
で
す
。

　
山
菜
採
り
を
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
山
場
所
の
地
形
を
よ
く
確
認
す
る

・
気
象
情
報
を
確
認
し
、
悪
天
候
の
場
合

は
中
止
す
る

・
行
き
先
と
帰
る
時
間
を
家
族
に
伝
え
る

・
単
独
で
の
入
山
を
避
け
、
声
を
掛
け
合

い
位
置
を
確
認
す
る

・
白
や
黄
色
な
ど
、
目
立
つ
色
の
服
を
着

用
す
る

・
携
帯
電
話
や
非
常
食
、
防
寒
着
を
携
帯

す
る

・
崖
や
急
斜
面
な
ど
の
危
険
な
場
所
に
は

近
づ
か
な
い

・
熊
よ
け
の
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
、
音

を
立
て
る
工
夫
を
す
る

・
『
ク
マ
の
出
没
情
報
』
に
注
意
し
、
足

跡
や
ふ
ん
を
見
た
と
き
は
す
ぐ
に
引
き

返
す

・
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
笛
な
ど
を
吹
い

て
自
分
の
位
置
を
知
ら
せ
る

・
む
や
み
に
歩
き
回
る
こ
と
は
体
力
の
消

耗
と
な
る
の
で
、
捜
索
隊
を
待
つ

　
警
察
や
消
防
へ
の
通
報
が
遅
れ
る
と
、

捜
索
が
難
航
し
て
救
助
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

・
必
ず
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を
確
認
す
る

・
帰
宅
時
間
に
戻
ら
な
い
と
き
は
、
す
ぐ

に
通
報
す
る

　
『
登
別
女
声
コ
ー
ラ
ス
Ｍ
Ｆ
Ｃ
』

は
、
昭
和
40
年
に
発
足
し
、
こ
と
し

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在

在
籍
し
て
い
る
の
は
、
20
代
か
ら
80

代
ま
で
の
女
性
17
人
。
毎
週
木
曜
日

の
19
時
か
ら
、
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｆ
Ｃ
と
い
う
名
称
は
、
も
と
も

と
町
内
会
の
母
親
同
士
で
結
成
さ
れ

た
こ
と
に
由
来
し
、
マ
ザ
ー
ズ
、
フ

レ
ン
ズ
、
サ
ー
ク
ル
の
頭
文
字
で
す
。

現
在
は
、
町
内
会
や
母
親
な
ど
の
加

入
要
件
は
無
く
な
っ
て
お
り
、
多
様

な
会
員
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
練
習
が
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で
和

や
か
だ
っ
た
ホ
ー
ル
の
雰
囲
気
は
一

変
し
、
柔
軟
体
操
や
発
声
練
習
、
コ

ー
ラ
ス
な
ど
に
真
剣
に
取
り
組
む
会

員
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
代
表
の
古
田
幸
代
さ
ん
は
「
会
員

同
士
は
、
サ
ー
ク
ル
外
で
も
集
ま
る

ほ
ど
仲
が
良
い
で
す
が
、
練
習
中
は

私
語
も
少
な
く
な
り
、
指
導
者
の
も

と
、
技
術
面
の
ほ
か
精
神
面
も
磨
か

れ
て
い
ま
す
。
女
声
合
唱
な
ら
で
は

の
音
楽
を
つ
く
る
と
い
う
、
発
足
時

か
ら
の
合
唱
団
の
姿
勢
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。

　
11
月
開
催
予
定
の
創
立
50
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
大
会
に
向
け

て
、
密
度
の
高
い
練
習
を
行
う
同
合

唱
団
で
す
が
、
初
心
者
や
未
経
験
者

の
参
加
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
昨
年

加
入
し
た
舛
田
泰
美
さ
ん
は
「
歌
声

を
聴
き
、
感
動
し
て
加
入
し
ま
し
た
。

未
経
験
で
し
た
が
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー

ト
も
あ
り
、
楽
し
く
練
習
で
き
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
見
学
を
希
望
す
る
方
は
古
田
さ
ん

（
☎
85
６
２
４
４
）
ま
で
。

知って備える防災メモ・仲間たち

山
菜
採
り
へ
行
く
と
き
は

山
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採
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は

熊
の
出
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意
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意
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せ
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節目の年を迎え、
これまでの練習の成果を
しっかり発揮します

過去３年間の
遭難事故発生件数
平成26年度　２件
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平成24年度　４件

ふ
る
た
ゆ
き

よ

ま
す
だ
ひ
ろ
み

　さらに、平成23年度
には行方不明者も出て
います。くれぐれもお
気を付けください。

▲ステージに立つ姿をイメージして練習

　聴覚に障がいのある方の日常生活支援
を目的に、ことし４月から市障害福祉グ
ループで手話通訳専門員として勤務して
いる大鎌佳奈美さん。
　業務は、市役所や公共機関・団体への
手続きや相談、病院受診時などの手助け、
行事やイベントの通訳要請に対応するな
ど多岐にわたります。
　長きにわたって手話と関わり、手話に
ついて学んできた大鎌さんに、手話通訳
専門員としての思いや手話の魅力を聞き
ました。

　　昭和38年、伊達市生まれ。51歳。 　　
藤女子短期大学を卒業後の昭和59年から13年間伊達市役所に
勤務する中で手話に出会う。現在、登別市役所保健福祉部障
害福祉グループに手話通訳専門員として勤務。

手話は、私を成長さ
せ、人と人を結び付
けてくれるもの

手話は、私を成長さ
せ、人と人を結び付
けてくれるもの

大鎌佳奈美
おお かま か な み

さん

▲市役所窓口で手話を使って相談に応じ
　る大鎌さん
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「
30
年
ほ
ど
前
、
伊
達
市
職
員
だ
っ

た
と
き
、
広
報
担
当
と
し
て
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
聴
力
障
害
者
協
会
の
行
事

を
取
材
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
、
表
情
豊
か
に
生
き
生
き
と
手

話
を
使
っ
て
話
す
方
と
出
会
い
、
『
わ

た
し
も
こ
ん
な
風
に
手
話
を
通
じ
て
お

話
を
し
て
み
た
い
』
と
、
そ
の
魅
力
に

惹
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
が
、
手
話
を
始

め
る
き
っ
か
け
で
し
た
」
と
話
す
大
鎌

佳
奈
美
さ
ん
。

　
大
鎌
さ
ん
は
、
昨
年
行
わ
れ
た
、
手

話
通
訳
者
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技
能

に
つ
い
て
審
査
す
る
『
手
話
通
訳
者
全

国
統
一
試
験
』
に
挑
み
、
猛
勉
強
の
末
、

合
格
率
１
割
の
難
関
を
見
事
突
破
し
ま

し
た
。

　
「
手
話
は
、
手
だ
け
で
な
く
、
口
の

動
き
や
表
情
、
身
振
り
を
使
っ
て
表
現

し
ま
す
。
手
話
通
訳
専
門
員
と
し
て
、

市
役
所
窓
口
で
の
説
明
を
手
話
を
介
し

て
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
こ
れ
か
ら
も
日
々
勉
強
し
、
技
術
を

磨
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ

る
方
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
ど
う

し
て
ほ
し
い
の
か
、
そ
の
思
い
の
深
さ

を
感
じ
取
り
、
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

相
手
の
気
持
ち
に
立
て
る
手
話
通
訳
専

門
員
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
、
大
鎌
さ
ん
は
熱
意
に
満
ち

て
い
ま
す
。

　
相
手
の
思
い
を
汲
み
取
り
、
正
確
に

伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
話
す
大
鎌
さ

ん
。

　
「
手
話
は
言
語
の
一
つ
で
あ
り
、
手

の
動
き
一
つ
一
つ
に
意
味
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
手
の
動
き
が
、
実
は
手
話
に
通
じ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
の
意
味
を

知
り
、
手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、
実
際

に
手
話
に
親
し
む
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
と
の
会
話
が
広
が
り
、
豊
か
で
楽

し
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
す
大
鎌
さ
ん
。

　
相
手
に
寄
り
添
っ
た
手
話
で
、
き
ょ

う
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

心
に
寄
り
添
え
る

手
話
通
訳
専
門
員
に

心
に
寄
り
添
え
る

手
話
通
訳
専
門
員
に

心
に
寄
り
添
え
る

手
話
通
訳
専
門
員
に

手
話
か
ら
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

手
話
か
ら
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る

手
話
か
ら
人
と
人
の

つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る



　
効
率
よ
く
夏
季
の
執
務
を
行
う
た

め
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
服
装
で

執
務
し
ま
す
。

月
日
　
６
月
１
日
㈪
〜
９
月
30
日
㈬

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

（
☎
　
１
１
３
０
）

　
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護

委
員
に
電
話
相
談
で
き
ま
す
。

　
強
化
週
間
で
あ
る
次
の
期
間
は
、

通
常
よ
り
も
時
間
を
延
長
し
て
対
応

し
ま
す
。

期
間

・
６
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮
の
８
時
30

　
分
〜
19
時

・
６
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
の
10
時
〜

　
17
時

相
談
先
　
子
ど
も
の
人
権
110
番

 

（
☎
０
１
２
０
ー
007
ー
110
）

　
犬
の
飼
い
主
は
、
生
後
91
日
を
過

ぎ
た
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
１
回
接
種
さ
せ
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
注
射
の
時
期
は
６
月
30
日
ま
で
で
、

動
物
病
院
で
随
時
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

　
蜂
の
巣
を
発
見
し
た
と
き
は
、
市

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※

巣
が
地
上
５
㍍
以
上
の
高
い
場
所

　
や
山
に
あ
る
と
き
、
家
屋
内
で
構

　
造
上
巣
が
見
え
な
い
と
き
は
、
駆

　
除
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

事
業
所
や
作
業
現
場
に
つ
い
て
は

　
自
己
負
担
で
駆
除
専
門
業
者
に
依

　
頼
し
、
処
理
を
し
て
下
さ
い
。

◎
巣
を
発
見
し
た
と
き
の
注
意
点

・
近
く
を
な
る
べ
く
避
け
て
通
る

・
巣
に
石
を
投
げ
た
り
、
大
き
な
音

　
を
立
て
た
り
し
な
い

・
庭
な
ど
に
蜂
が
集
ま
ら
な
い
よ
う

　
に
、
早
め
の
草
刈
り
を
心
掛
け
る

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

　
平
成
24
年
に
新
た
な
在
留
管
理
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
外

国
人
登
録
証
は
、
特
別
永
住
者
証
明

書
か
在
留
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
永
住
者
の
方
（
市
内
居
住
の

　方
）

切
り
替
え
期
限

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
以
上

　
で
、
次
回
確
認
（
切
り
替
え
）
期

　
間
が
平
成
27
年
７
月
８
日
ま
で
の

　
方…

７
月
８
日
㈬
ま
で

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
以
上

　
で
、
次
回
確
認
（
切
り
替
え
）
期

　
間
が
平
成
27
年
７
月
９
日
以
降
の

　
方…

次
回
確
認
（
切
り
替
え
）
期

　
間
の
始
期
と
な
る
誕
生
日
ま
で

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
未
満

　
で
あ
っ
た
方…

16
歳
の
誕
生
日
ま

　
で

場
所
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

持
ち
物
　
外
国
人
登
録
証
（
み
な
し

　
特
別
永
住
者
証
明
書
）
、
写
真
１

　
枚
（
正
面
上
半
身
無
帽
、
縦
４×

　
横
３
㌢
㍍
、
直
近
３
カ
月
以
内
に

　
撮
影
）
、
旅
券
（
交
付
を
受
け
て

　
い
る
方
）

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

　
　
　
　
　
　
（
☎
　
１
８
５
５
）

●
永
住
者
の
方

切
り
替
え
期
限

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
以
上

　
で
あ
っ
た
方…

７
月
８
日
㈬
ま
で

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
未
満

　
で
、
16
歳
の
誕
生
日
が
平
成
27
年

　
７
月
８
日
ま
で
の
方…

16
歳
の
誕

　
生
日
ま
で

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
未
満

　
で
、
16
歳
の
誕
生
日
が
平
成
27
年

　
７
月
９
日
以
降
の
方…

７
月
８
日

　
㈬
ま
で

場
所
　
札
幌
入
国
管
理
局
ま
た
は
出

　
張
所

問
い
合
わ
せ
　
千
歳
苫
小
牧
出
張
所

（
☎
０
１
４
４
　
９
０
１
２
）

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

と
し
ら
く

い
ま
住市

職
員
は
軽
装
で
執
務
し
ま
す

全
国
一
斉『
子
ど
も
の
人
権
110
番
』

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

一般
住
宅
の『
蜂
の
巣
駆
除
』を

行
っ
て
い
ま
す

外
国
人
登
録
証
の
切
り
替
え

32

月の粗大ごみ収集７

問い合わせ　環境対策グループ

※電話のかけ間違いに十分注意してください。

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚160円）』
　を貼って出してください。（１回につき５品まで）

若山町

登別東町

鷲別町4～6丁目

新川町

６月22日㈪～
７月３日㈮

６月29日㈪～
７月10日㈮

７月６日㈪～
７月17日㈮

７月13日㈪～
７月24日㈮

７月６日㈪～
７月11日㈯

７月13日㈪～
７月18日㈯

７月20日㈪～
７月25日㈯

７月27日㈪～
８月１日㈯

地　区　　　 　 収集期間 　　　　   申込期間

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ 12

申し込み方法　建築住宅グループに備え付け
の意向確認書に必要事項を記入し、図面など
を持参のうえ６月19日㈮までに提出
申し込み　建築住宅グループ（☎　４３９９）

　市内での起業や新分野への進出を考えて
いる方を支援する『登別市事業所開設費補
助金』の２次募集を行っています。

登別市事業所開設費補助金登別市事業所開設費補助金登別市事業所開設費補助金

市内で新たに事業活動を行う方を
支援することにより、起業や新分
野への進出を促進し、市内経済の
活性化を図る

補助対象経費の２分の１以内
（補助限度額20万円）

６月17日㈬まで
※申請者多数の場合は交付先を選
　定する場合があります。
※予算に残額が生じたときには、
　３次募集（７月予定）を実施し
　ます。

市内業者を利用して実施する建物
の改造、改装などに要する経費や
改造などに伴う設備機器類の購入
費（事務用機器、車両は対象外）

◆問い合わせ　商工労政グループ（☎　2171）

　木造住宅や一定規模の建築物への耐震診断実施に要する費用の一部を、建物所有者に補助し
ます（ただし、予算額を超える申し込みがあったときは選考を行う場合があります）

　補助の主な条件
・一戸建て住宅か併用住宅であること
・地上２階建て以下の在来軸組工法であること
・所有者が居住する住宅であること
・昭和56年５月31日以前に着工した住宅である
　こと
・建築基準法その他関係法令に違反がないこと
・市税の滞納がないこと
・暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
　補助額
・補助対象費用の３分の２（限度額５万円）

※２階建て以下、延床面積が500平方㍍以下の
　木造住宅で、所有者または居住者が希望する
　ときは、北海道が無料耐震診断を実施してい
　ます。詳しくは、胆振総合振興局建設指導課
　（☎　９５９４）まで問い合わせください。

　補助の主な条件
・耐震改修促進法で定める特定既存耐震不適格
　建築物であること
・昭和56年５月31日以前に着工した建築物であ
　ること
・建築基準法その他関係法令に違反がないこと
・市税の滞納がないこと
・暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
　補助額
・補助対象費用の３分の２（限度額200万円）

耐震診断に補助金を交付します

一定規模の建築物に対する補助木造住宅に対する補助

24
85

事業の目的

補助対象経費

補助額など

公募期間

場
所
　
旧
ソ
連
、
中
国
、
東
部
ニ
ュ

　
ー
ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
硫

　
黄
島
、
パ
ラ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

　
ど

対
象
　
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お

　
け
る
戦
没
者
の
遺
族
な
ど

※

参
加
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

（
☎
　
１
９
１
１
）

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
『
水

道
週
間
』
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
広

報
活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を

通
し
て
、
水
道
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と

生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

水
道
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

す
も
の
で
、
全
国
規
模
で
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
『
水
道
週
間
』
に
合

わ
せ
、
登
別
市
管
工
事
業
協
同
組
合

の
協
力
に
よ
り
、
浄
水
場
な
ど
の
施

設
周
辺
の
清
掃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
Ｇ

（
☎
　
５
５
１
０
）

　
廃
棄
物
を
野
焼
き
す
る
と
、
火
災

の
危
険
を
伴
う
ほ
か
、
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
だ
け
で
は
な
く
、
木
材
、
草
な
ど

も
燃
や
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
野
焼
き
を
発
見
し
た
場
合
、
次
の

こ
と
を
分
か
る
範
囲
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

・
発
生
日
時
、
頻
度
、
場
所

・
焼
却
し
て
い
る
廃
棄
物
の
種
類
、

　
煙
の
色
、
臭
い

・
野
焼
き
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

　
人
に
関
す
る
情
報

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

　　
納
め
忘
れ
た
過
去
10
年
以
内
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
納
制
度
の
利
用
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
が
、
制
度
が
利
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
（
繰

　
り
上
げ
受
給
者
を
含
む
）
や
老
齢

　
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
有

　
し
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方
は
、

　
後
納
制
度
の
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
室
蘭
年

　
金
事
務
所
（
☎
　
７
１
０
４
）

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

９
月
30
日
㈬
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
の

後
納
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

24

平
成
27
年
度
慰
霊
巡
拝

水
道
週
間
〜『
カ
ラ
カ
ラ
で

蛇
口
に
飛
び
込
む
　
僕
の
口
』〜

くらしのガイド

くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ13



　
効
率
よ
く
夏
季
の
執
務
を
行
う
た

め
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
服
装
で

執
務
し
ま
す
。

月
日
　
６
月
１
日
㈪
〜
９
月
30
日
㈬

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

（
☎
　
１
１
３
０
）

　
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護

委
員
に
電
話
相
談
で
き
ま
す
。

　
強
化
週
間
で
あ
る
次
の
期
間
は
、

通
常
よ
り
も
時
間
を
延
長
し
て
対
応

し
ま
す
。

期
間

・
６
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮
の
８
時
30

　
分
〜
19
時

・
６
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
の
10
時
〜

　
17
時

相
談
先
　
子
ど
も
の
人
権
110
番

 

（
☎
０
１
２
０
ー
007
ー
110
）

　
犬
の
飼
い
主
は
、
生
後
91
日
を
過

ぎ
た
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
１
回
接
種
さ
せ
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
注
射
の
時
期
は
６
月
30
日
ま
で
で
、

動
物
病
院
で
随
時
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

　
蜂
の
巣
を
発
見
し
た
と
き
は
、
市

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※

巣
が
地
上
５
㍍
以
上
の
高
い
場
所

　
や
山
に
あ
る
と
き
、
家
屋
内
で
構

　
造
上
巣
が
見
え
な
い
と
き
は
、
駆

　
除
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

事
業
所
や
作
業
現
場
に
つ
い
て
は

　
自
己
負
担
で
駆
除
専
門
業
者
に
依

　
頼
し
、
処
理
を
し
て
下
さ
い
。

◎
巣
を
発
見
し
た
と
き
の
注
意
点

・
近
く
を
な
る
べ
く
避
け
て
通
る

・
巣
に
石
を
投
げ
た
り
、
大
き
な
音

　
を
立
て
た
り
し
な
い

・
庭
な
ど
に
蜂
が
集
ま
ら
な
い
よ
う

　
に
、
早
め
の
草
刈
り
を
心
掛
け
る

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

　
平
成
24
年
に
新
た
な
在
留
管
理
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
外

国
人
登
録
証
は
、
特
別
永
住
者
証
明

書
か
在
留
カ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
永
住
者
の
方
（
市
内
居
住
の

　方
）

切
り
替
え
期
限

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
以
上

　
で
、
次
回
確
認
（
切
り
替
え
）
期

　
間
が
平
成
27
年
７
月
８
日
ま
で
の

　
方…

７
月
８
日
㈬
ま
で

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
以
上

　
で
、
次
回
確
認
（
切
り
替
え
）
期

　
間
が
平
成
27
年
７
月
９
日
以
降
の

　
方…

次
回
確
認
（
切
り
替
え
）
期

　
間
の
始
期
と
な
る
誕
生
日
ま
で

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
未
満

　
で
あ
っ
た
方…

16
歳
の
誕
生
日
ま

　
で

場
所
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

持
ち
物
　
外
国
人
登
録
証
（
み
な
し

　
特
別
永
住
者
証
明
書
）
、
写
真
１

　
枚
（
正
面
上
半
身
無
帽
、
縦
４×

　
横
３
㌢
㍍
、
直
近
３
カ
月
以
内
に

　
撮
影
）
、
旅
券
（
交
付
を
受
け
て

　
い
る
方
）

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

　
　
　
　
　
　
（
☎
　
１
８
５
５
）

●
永
住
者
の
方

切
り
替
え
期
限

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
以
上

　
で
あ
っ
た
方…

７
月
８
日
㈬
ま
で

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
未
満

　
で
、
16
歳
の
誕
生
日
が
平
成
27
年

　
７
月
８
日
ま
で
の
方…

16
歳
の
誕

　
生
日
ま
で

・
平
成
24
年
７
月
９
日
に
16
歳
未
満

　
で
、
16
歳
の
誕
生
日
が
平
成
27
年

　
７
月
９
日
以
降
の
方…

７
月
８
日

　
㈬
ま
で

場
所
　
札
幌
入
国
管
理
局
ま
た
は
出

　
張
所

問
い
合
わ
せ
　
千
歳
苫
小
牧
出
張
所

（
☎
０
１
４
４
　
９
０
１
２
）

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

と
し
ら
く

い
ま
住市

職
員
は
軽
装
で
執
務
し
ま
す

全
国
一
斉『
子
ど
も
の
人
権
110
番
』

強
化
週
間
の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

一般
住
宅
の『
蜂
の
巣
駆
除
』を

行
っ
て
い
ま
す

外
国
人
登
録
証
の
切
り
替
え

32

月の粗大ごみ収集７

問い合わせ　環境対策グループ

※電話のかけ間違いに十分注意してください。

※粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚160円）』
　を貼って出してください。（１回につき５品まで）

若山町

登別東町

鷲別町4～6丁目

新川町

６月22日㈪～
７月３日㈮

６月29日㈪～
７月10日㈮

７月６日㈪～
７月17日㈮

７月13日㈪～
７月24日㈮

７月６日㈪～
７月11日㈯

７月13日㈪～
７月18日㈯

７月20日㈪～
７月25日㈯

７月27日㈪～
８月１日㈯

地　区　　　 　 収集期間 　　　　   申込期間

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ 12

申し込み方法　建築住宅グループに備え付け
の意向確認書に必要事項を記入し、図面など
を持参のうえ６月19日㈮までに提出
申し込み　建築住宅グループ（☎　４３９９）

　市内での起業や新分野への進出を考えて
いる方を支援する『登別市事業所開設費補
助金』の２次募集を行っています。

登別市事業所開設費補助金登別市事業所開設費補助金登別市事業所開設費補助金

市内で新たに事業活動を行う方を
支援することにより、起業や新分
野への進出を促進し、市内経済の
活性化を図る

補助対象経費の２分の１以内
（補助限度額20万円）

６月17日㈬まで
※申請者多数の場合は交付先を選
　定する場合があります。
※予算に残額が生じたときには、
　３次募集（７月予定）を実施し
　ます。

市内業者を利用して実施する建物
の改造、改装などに要する経費や
改造などに伴う設備機器類の購入
費（事務用機器、車両は対象外）

◆問い合わせ　商工労政グループ（☎　2171）

　木造住宅や一定規模の建築物への耐震診断実施に要する費用の一部を、建物所有者に補助し
ます（ただし、予算額を超える申し込みがあったときは選考を行う場合があります）

　補助の主な条件
・一戸建て住宅か併用住宅であること
・地上２階建て以下の在来軸組工法であること
・所有者が居住する住宅であること
・昭和56年５月31日以前に着工した住宅である
　こと
・建築基準法その他関係法令に違反がないこと
・市税の滞納がないこと
・暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
　補助額
・補助対象費用の３分の２（限度額５万円）

※２階建て以下、延床面積が500平方㍍以下の
　木造住宅で、所有者または居住者が希望する
　ときは、北海道が無料耐震診断を実施してい
　ます。詳しくは、胆振総合振興局建設指導課
　（☎　９５９４）まで問い合わせください。

　補助の主な条件
・耐震改修促進法で定める特定既存耐震不適格
　建築物であること
・昭和56年５月31日以前に着工した建築物であ
　ること
・建築基準法その他関係法令に違反がないこと
・市税の滞納がないこと
・暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
　補助額
・補助対象費用の３分の２（限度額200万円）

耐震診断に補助金を交付します

一定規模の建築物に対する補助木造住宅に対する補助

24
85

事業の目的

補助対象経費

補助額など

公募期間

場
所
　
旧
ソ
連
、
中
国
、
東
部
ニ
ュ

　
ー
ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
硫

　
黄
島
、
パ
ラ
オ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な

　
ど

対
象
　
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お

　
け
る
戦
没
者
の
遺
族
な
ど

※

参
加
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

（
☎
　
１
９
１
１
）

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
『
水

道
週
間
』
で
す
。
こ
の
週
間
は
、
広

報
活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を

通
し
て
、
水
道
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と

生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

水
道
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

す
も
の
で
、
全
国
規
模
で
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
こ
の
『
水
道
週
間
』
に
合

わ
せ
、
登
別
市
管
工
事
業
協
同
組
合

の
協
力
に
よ
り
、
浄
水
場
な
ど
の
施

設
周
辺
の
清
掃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
Ｇ

（
☎
　
５
５
１
０
）

　
廃
棄
物
を
野
焼
き
す
る
と
、
火
災

の
危
険
を
伴
う
ほ
か
、
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
ご

み
だ
け
で
は
な
く
、
木
材
、
草
な
ど

も
燃
や
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
野
焼
き
を
発
見
し
た
場
合
、
次
の

こ
と
を
分
か
る
範
囲
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

・
発
生
日
時
、
頻
度
、
場
所

・
焼
却
し
て
い
る
廃
棄
物
の
種
類
、

　
煙
の
色
、
臭
い

・
野
焼
き
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

　
人
に
関
す
る
情
報

問
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

　
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
　
２
９

　
５
８
）

　　
納
め
忘
れ
た
過
去
10
年
以
内
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
後
納
制
度
の
利
用
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
が
、
制
度
が
利
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
（
繰

　
り
上
げ
受
給
者
を
含
む
）
や
老
齢

　
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
有

　
し
て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方
は
、

　
後
納
制
度
の
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
室
蘭
年

　
金
事
務
所
（
☎
　
７
１
０
４
）

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

９
月
30
日
㈬
ま
で
国
民
年
金
保
険
料
の

後
納
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

24

平
成
27
年
度
慰
霊
巡
拝

水
道
週
間
〜『
カ
ラ
カ
ラ
で

蛇
口
に
飛
び
込
む
　
僕
の
口
』〜

くらしのガイド

くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ13



　
不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
な
ど
に
障
害
を
与
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
消
防
、
救
急
、
防
災
行
政
な

ど
、
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
通

信
を
妨
害
し
ま
す
。

　
電
波
に
関
す
る
困
り
事
や
ご
相
談

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
総
合
通
信
局

（
☎
011
ー
737
ー
０
０
９
９
）

　
６
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
対
象

と
な
る
子
ど
も
の
い
る
世
帯
向
け
に
、

『
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
』

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
５
月
末
に
送
付

し
て
い
る
『
児
童
手
当
現
況
届
』
の

裏
面
に
申
請
欄
が
あ
り
ま
す
の
で
、

記
入
の
上
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

児
童
手
当
が
６
月
分
か
ら
支
給
さ

　
れ
る
世
帯
に
は
、
給
付
金
の
申
請

　
書
の
み
送
付
し
て
い
ま
す
。

※

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
か
ら
の

　
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３

　
千
円

申
し
込
み
　
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
子

　
育
て
グ
ル
ー
プ

※

出
張
受
け
付
け
も
し
て
い
ま
す
。

・
６
月
15
日
㈪
10
時
〜
12
時…

登
別

　
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
６
月
16
日
㈫
10
時
〜
16
時…

鷲
別

　
公
民
館

・
６
月
19
日
㈮
10
時
〜
12
時…

婦
人

　
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

（
☎
　
５
６
３
４
）

　
市
・
道
民
税
（
第
１
期
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
１
期
）

の
納
期
限
は
６
月
30
日
㈫
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
　
１
１

　
５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

　
　
１
７
７
１
）

　
北
海
道
企
業
局
で
は
、
室
蘭
地
区

の
工
業
地
帯
に
工
業
用
水
を
供
給
す

る
幌
別
ダ
ム
の
『
ダ
ム
カ
ー
ド
』
を
、

ダ
ム
に
隣
接
す
る
室
蘭
地
区
工
業
用

水
道
管
理
事
務
所
で
、
１
人
に
つ
き

１
枚
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

時
間
　
９
時
〜
17
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま

　
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
　
同
管
理
事
務
所

（
☎
　
２
８
２
１
）

事
業
者
名
　
北
海
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
株

　
式
会
社

所
在
地
　
幌
別
町
５
丁
目
10

問
い
合
わ
せ
　
水
道
G

（
☎
　
５
５
１
０
）

　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
放
置
し
て

い
る
と
命
に
関
わ
る
感
染
症
で
、
予

防
や
早
期
発
見
・
治
療
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
北
海
道
で
は
毎
年
、
十
数
人
の
患

者
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
６
月
30
日
㈫
18
時
〜
（
18
時

　
15
分
ま
で
受
け
付
け
）

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　
小
学
３
年
生
以
上

※

過
去
に
受
診
し
た
こ
と
が
あ
る
場

　
合
、
前
回
の
検
査
か
ら
５
年
以
上

　
経
過
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
健

　
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
　

　
０
１
０
０
）

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
ろ
う

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

幌
別
ダ
ム『
ダ
ム
カ
ー
ド
』の
配
布

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

募

集

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血
液
検
査 で

）

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
指
定
し
ま
し
た

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受け、人権擁護に関わる活動
を行っています。市民の皆さんから家庭内のもめごとや隣近所でのト
ラブルなど、日常生活におけるさまざまな問題の相談を受け付けてい
ます。
　相談には難しい手続きもなく、無料です。秘密は厳守しますので、
困ったことがありましたらお気軽にご相談ください。

人権擁護委員を紹介します人権擁護委員を紹介します

▼市の人権擁護委員
　　　　 　氏　　名

森口　　達（もりぐち　さとる）

渋谷　隆芳（しぶや　りゅうほう）

髙橋　敏夫（たかはし　としお）

福川　喜衍（ふくかわ　よしひろ）

中山　晃一（なかやま　こういち）

永井　延和（ながい　のぶかず）

筑野　榮子（ちくの　えいこ）

粂井　孝子（くめい　こうこ）

住　所

鷲別町

登別温泉町

中央町

美園町

新生町

片倉町

栄町

緑町

電話番号

☎86－７１４９

☎84－２３５９

☎85－３５６２

☎86－２３７３

☎86－３１９０

☎85－７６８９

☎86－４０６０

☎85－９６２０

問い合わせ　市民サービスグループ（☎○２１３９）85

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド
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募集職種と勤務条件など募集職種と勤務条件など募集職種と勤務条件など
募集職種

募集人数

勤務地

主な業務内容

勤務条件

応募要件
（性別不問）

◆任用期間　７月１日～平成28年３月31日
◆試験日時　６月19日㈮15時～
◆場所　　　市役所
◆試験方法　面接試験
◆申し込み方法　
　　人事・行政管理グループと各支所に備
　え付け、または市ホームページに掲載の
　申し込み書に必要事項を記入の上、６月
　12日㈮までに人事・行政管理グループに
　持参してください。
◆問い合わせ　人事・行政管理グループ
　　　　　　　　　　　 （☎　１１３２）　

登別市嘱託員を募集します

公務補

【年齢】昭和26年４月２日～
　　　　昭和40年４月１日
　　　　生まれの方

①７時30分～13時
②10時30分～16時

【休日】土・日曜日、祝日など

【給与月額】123,900円

１人

幌別西小学校

学校の維持管理業務

期
間
　
８
月
20
日
㈭
〜
22
日
㈯

※

事
前
・
事
後
研
修
が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
国
立
女
性
教
育
会
館

内
容
　
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
へ
の
参
加

定
員
　
２
人

※

書
類
審
査
と
面
接
に
よ
る
選
考
が

　
あ
り
ま
す
。

費
用
　
２
万
円
程
度
（
食
費
な
ど
）

申
し
込
み
方
法

　社
会
教
育
グ
ル
ー

　
プ
に
備
え
付
け
の
申
し
込
み
書
と

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
６
月
30
日
㈫
ま
で
に
提
出

申
し
込
み
　
社
会
教
育
Ｇ

（
☎
　
１
１
２
９
）

日
時
・
内
容

・
７
月
７
日
㈫…

一
般
（
午
前
）
、

　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
（
午
後
）

・
７
月
８
日
㈬…

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
　

　
前
）
、
給
油
取
扱
所
（
午
後
）

※

午
前
は
９
時
30
分
か
ら
12
時
30
分

　
ま
で
、
午
後
は
13
時
30
分
か
ら
16

　
時
30
分
ま
で
。

場
所
　
市
民
会
館

申
し
込
み
方
法
　
消
防
本
部
、
消
防

　
署
、
各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
受
講
希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
北

　
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
に

　
提
出

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

（
☎
　
９
６
１
１
）

月
日
　
８
月
９
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市

内
容
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
類
〜
６

　
類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請…

６
月
30
日
㈫
〜
７
月

　
８
日
㈬

・
電
子
申
請…

６
月
27
日
㈯
〜
７
月

　
５
日
㈰

※

願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各

　
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

（
☎
　
９
６
１
１
）

月
日
　
８
月
９
日
㈰

試
験
の
種
類
・
場
所

・
甲
種
（
特
類
）…

札
幌
市

・
甲
種
（
第
１
類
〜
５
類
）
・
乙
種

　
（
第
１
類
〜
７
類
）…

苫
小
牧
市

受
験
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請…

６
月
30
日
㈫
〜
７
月

　
８
日
㈬

・
電
子
申
請…

６
月
27
日
㈯
〜
７
月

　
５
日
㈰

※

願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各

　
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

（
☎
　
９
６
１
１
）

出
願
期
間
　
６
月
15
日
㈪
〜
９
月
20

　
日
㈰

募
集
学
生

・
教
養
学
部…

科
目
履
修
生
（
６
カ

　
月
）
、
選
科
履
修
生
（
１
年
）
、

　
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
）

・
大
学
院…

修
士
科
目
生（
６
カ
　

　
修
士
選
科
生
（
１
年
）

出
願
方
法

　北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
060
ー
０
８
１
７
札
幌
市
北
区

　
北
17
条
西
８
丁
目
）
に
資
料
を
請

　
求
し
、
同
封
の
出
願
票
な
ど
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
提
出

※

詳
し
く
は
資
料
に
同
封
さ
れ
る
学

　
生
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
011
ー
736
ー
６
３
１
８
）

日
時
　
９
月
６
日
㈰
（
第
１
次
試

対
象
　
平
成
27
年
度
中
に
高
校
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業

　
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

申
し
込
み
　
６
月
22
日
㈪
か
ら
７
月

　
１
日
㈬
ま
で
に
、
申
込
専
用
ア
ド

　
レ
ス

※

郵
送
・
持
参
で
の
申
し
込
み
を
希

　
望
の
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　室
蘭
税
務
署

（
☎
　
４
１
５
１
）

　
地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
高
校

生
の
た
め
、
新
規
高
卒
者
の
採
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
開
始
日
　
６
月
22
日
㈪

問
い
合
わ
せ

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
☎
　
８
６
８
９
）

平
成
27
年
度
第
１
回

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

胆
振
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

平
成
28
年
３
月
新
規
高
卒
者

の
求
人
を
募
集
し
ま
す

88

平
成
27
年
度
第
２
回

消
防
設
備
士
試
験

平
成
27
年
度
第
２
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

放
送
大
学
10
月
入
学
者
募
集

月
）、

　税
務
職
員
募
集

〜
札
幌
国
税
局
〜

験
）

（http://w
w
w
.jinji-shi

ken.go.jp/juken.htm
l

）
か
ら

申
し
込
み

22 22

（
午
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不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
な
ど
に
障
害
を
与
え
る
だ
け
で
は

な
く
、
消
防
、
救
急
、
防
災
行
政
な

ど
、
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
通

信
を
妨
害
し
ま
す
。

　
電
波
に
関
す
る
困
り
事
や
ご
相
談

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
総
合
通
信
局

（
☎
011
ー
737
ー
０
０
９
９
）

　
６
月
分
の
児
童
手
当
の
支
給
対
象

と
な
る
子
ど
も
の
い
る
世
帯
向
け
に
、

『
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
』

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
５
月
末
に
送
付

し
て
い
る
『
児
童
手
当
現
況
届
』
の

裏
面
に
申
請
欄
が
あ
り
ま
す
の
で
、

記
入
の
上
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

児
童
手
当
が
６
月
分
か
ら
支
給
さ

　
れ
る
世
帯
に
は
、
給
付
金
の
申
請

　
書
の
み
送
付
し
て
い
ま
す
。

※

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
か
ら
の

　
証
明
を
受
け
た
申
請
書
を
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３

　
千
円

申
し
込
み
　
９
月
30
日
㈬
ま
で
に
子

　
育
て
グ
ル
ー
プ

※

出
張
受
け
付
け
も
し
て
い
ま
す
。

・
６
月
15
日
㈪
10
時
〜
12
時…

登
別

　
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
６
月
16
日
㈫
10
時
〜
16
時…

鷲
別

　
公
民
館

・
６
月
19
日
㈮
10
時
〜
12
時…

婦
人

　
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

（
☎
　
５
６
３
４
）

　
市
・
道
民
税
（
第
１
期
）
、
国
民

健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第
１
期
）

の
納
期
限
は
６
月
30
日
㈫
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
　
１
１

　
５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

　
　
１
７
７
１
）

　
北
海
道
企
業
局
で
は
、
室
蘭
地
区

の
工
業
地
帯
に
工
業
用
水
を
供
給
す

る
幌
別
ダ
ム
の
『
ダ
ム
カ
ー
ド
』
を
、

ダ
ム
に
隣
接
す
る
室
蘭
地
区
工
業
用

水
道
管
理
事
務
所
で
、
１
人
に
つ
き

１
枚
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

時
間
　
９
時
〜
17
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

　
（
12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま

　
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
　
同
管
理
事
務
所

（
☎
　
２
８
２
１
）

事
業
者
名
　
北
海
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
株

　
式
会
社

所
在
地
　
幌
別
町
５
丁
目
10

問
い
合
わ
せ
　
水
道
G

（
☎
　
５
５
１
０
）

　
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
放
置
し
て

い
る
と
命
に
関
わ
る
感
染
症
で
、
予

防
や
早
期
発
見
・
治
療
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
北
海
道
で
は
毎
年
、
十
数
人
の
患

者
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
６
月
30
日
㈫
18
時
〜
（
18
時

　
15
分
ま
で
受
け
付
け
）

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　
小
学
３
年
生
以
上

※

過
去
に
受
診
し
た
こ
と
が
あ
る
場

　
合
、
前
回
の
検
査
か
ら
５
年
以
上

　
経
過
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
健

　
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
　

　
０
１
０
０
）

不
法
電
波
か
ら
暮
ら
し
を
守
ろ
う

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

幌
別
ダ
ム『
ダ
ム
カ
ー
ド
』の
配
布

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

募

集

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血
液
検
査 で

）

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

を
指
定
し
ま
し
た

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受け、人権擁護に関わる活動
を行っています。市民の皆さんから家庭内のもめごとや隣近所でのト
ラブルなど、日常生活におけるさまざまな問題の相談を受け付けてい
ます。
　相談には難しい手続きもなく、無料です。秘密は厳守しますので、
困ったことがありましたらお気軽にご相談ください。

人権擁護委員を紹介します人権擁護委員を紹介します

▼市の人権擁護委員
　　　　 　氏　　名

森口　　達（もりぐち　さとる）

渋谷　隆芳（しぶや　りゅうほう）

髙橋　敏夫（たかはし　としお）

福川　喜衍（ふくかわ　よしひろ）

中山　晃一（なかやま　こういち）

永井　延和（ながい　のぶかず）

筑野　榮子（ちくの　えいこ）

粂井　孝子（くめい　こうこ）

住　所

鷲別町

登別温泉町

中央町

美園町

新生町

片倉町

栄町

緑町

電話番号

☎86－７１４９

☎84－２３５９

☎85－３５６２

☎86－２３７３

☎86－３１９０

☎85－７６８９

☎86－４０６０

☎85－９６２０

問い合わせ　市民サービスグループ（☎○２１３９）85

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド
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募集職種と勤務条件など募集職種と勤務条件など募集職種と勤務条件など
募集職種

募集人数

勤務地

主な業務内容

勤務条件

応募要件
（性別不問）

◆任用期間　７月１日～平成28年３月31日
◆試験日時　６月19日㈮15時～
◆場所　　　市役所
◆試験方法　面接試験
◆申し込み方法　
　　人事・行政管理グループと各支所に備
　え付け、または市ホームページに掲載の
　申し込み書に必要事項を記入の上、６月
　12日㈮までに人事・行政管理グループに
　持参してください。
◆問い合わせ　人事・行政管理グループ
　　　　　　　　　　　 （☎　１１３２）　

登別市嘱託員を募集します

公務補

【年齢】昭和26年４月２日～
　　　　昭和40年４月１日
　　　　生まれの方

①７時30分～13時
②10時30分～16時

【休日】土・日曜日、祝日など

【給与月額】123,900円

１人

幌別西小学校

学校の維持管理業務

期
間
　
８
月
20
日
㈭
〜
22
日
㈯

※

事
前
・
事
後
研
修
が
あ
り
ま
す
。

場
所
　
国
立
女
性
教
育
会
館

内
容
　
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
へ
の
参
加

定
員
　
２
人

※

書
類
審
査
と
面
接
に
よ
る
選
考
が

　
あ
り
ま
す
。

費
用
　
２
万
円
程
度
（
食
費
な
ど
）

申
し
込
み
方
法

　社
会
教
育
グ
ル
ー

　
プ
に
備
え
付
け
の
申
し
込
み
書
と

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
６
月
30
日
㈫
ま
で
に
提
出

申
し
込
み
　
社
会
教
育
Ｇ

（
☎
　
１
１
２
９
）

日
時
・
内
容

・
７
月
７
日
㈫…

一
般
（
午
前
）
、

　
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
（
午
後
）

・
７
月
８
日
㈬…

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
　

　
前
）
、
給
油
取
扱
所
（
午
後
）

※

午
前
は
９
時
30
分
か
ら
12
時
30
分

　
ま
で
、
午
後
は
13
時
30
分
か
ら
16

　
時
30
分
ま
で
。

場
所
　
市
民
会
館

申
し
込
み
方
法
　
消
防
本
部
、
消
防

　
署
、
各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
受
講
希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
北

　
海
道
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
に

　
提
出

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

（
☎
　
９
６
１
１
）

月
日
　
８
月
９
日
㈰

場
所
　
苫
小
牧
市

内
容
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
類
〜
６

　
類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請…

６
月
30
日
㈫
〜
７
月

　
８
日
㈬

・
電
子
申
請…

６
月
27
日
㈯
〜
７
月

　
５
日
㈰

※

願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各

　
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

（
☎
　
９
６
１
１
）

月
日
　
８
月
９
日
㈰

試
験
の
種
類
・
場
所

・
甲
種
（
特
類
）…

札
幌
市

・
甲
種
（
第
１
類
〜
５
類
）
・
乙
種

　
（
第
１
類
〜
７
類
）…

苫
小
牧
市

受
験
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請…

６
月
30
日
㈫
〜
７
月

　
８
日
㈬

・
電
子
申
請…

６
月
27
日
㈯
〜
７
月

　
５
日
㈰

※

願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
各

　
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

（
☎
　
９
６
１
１
）

出
願
期
間
　
６
月
15
日
㈪
〜
９
月
20

　
日
㈰

募
集
学
生

・
教
養
学
部…

科
目
履
修
生
（
６
カ

　
月
）
、
選
科
履
修
生
（
１
年
）
、

　
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
）

・
大
学
院…

修
士
科
目
生（
６
カ
　

　
修
士
選
科
生
（
１
年
）

出
願
方
法

　北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
060
ー
０
８
１
７
札
幌
市
北
区

　
北
17
条
西
８
丁
目
）
に
資
料
を
請

　
求
し
、
同
封
の
出
願
票
な
ど
に
必

　
要
事
項
を
記
入
し
提
出

※

詳
し
く
は
資
料
に
同
封
さ
れ
る
学

　
生
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
011
ー
736
ー
６
３
１
８
）

日
時
　
９
月
６
日
㈰
（
第
１
次
試

対
象
　
平
成
27
年
度
中
に
高
校
を
卒

　
業
す
る
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業

　
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

申
し
込
み
　
６
月
22
日
㈪
か
ら
７
月

　
１
日
㈬
ま
で
に
、
申
込
専
用
ア
ド

　
レ
ス

※

郵
送
・
持
参
で
の
申
し
込
み
を
希

　
望
の
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　室
蘭
税
務
署

（
☎
　
４
１
５
１
）

　
地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
高
校

生
の
た
め
、
新
規
高
卒
者
の
採
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
開
始
日
　
６
月
22
日
㈪

問
い
合
わ
せ

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
☎
　
８
６
８
９
）

平
成
27
年
度
第
１
回

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

胆
振
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

平
成
28
年
３
月
新
規
高
卒
者

の
求
人
を
募
集
し
ま
す

88

平
成
27
年
度
第
２
回

消
防
設
備
士
試
験

平
成
27
年
度
第
２
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

放
送
大
学
10
月
入
学
者
募
集

月
）、

　税
務
職
員
募
集

〜
札
幌
国
税
局
〜

験
）

（http://w
w
w
.jinji-shi

ken.go.jp/juken.htm
l

）
か
ら

申
し
込
み

22 22

（
午

くらしのガイド
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パブリックコメント（意見公募）制度
に基づき皆さんからの意見を募集します

　
　
　
　
　
　
　

日
時
　
６
月
18
日
㈭
13
時
30
分
〜
16

　
時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
　
職
業
選
択
の
自
由
や
就
職
活

　
動
の
実
態
に
つ
い
て
の
説
明
、
自

　
己
紹
介
、
職
業
興
味
検
査
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
登

　
別
職
業
訓
練
協
会

（
☎
85
１
４
５
０
）

対
象
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

　
い
る
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
で

　
40
歳
以
上
の
方

定
員
　
１
人

任
期
　
７
月
１
日
㈬
〜
平
成
29
年
６

　
月
30
日
㈮
（
２
年
間
）

選
考
方
法
　
書
類
選
考

申
し
込
み
方
法
　
国
民
健
康
保
険
に

　
つ
い
て
の
意
見
を
800
字
以
内
の
レ

　
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

　
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
を

　
記
入
し
、
６
月
19
日
㈮
ま
で
に
提

　
出

申
し
込
み
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
85
１
７
７
１
）

農村滞在型余暇活動機能整備
計画書（市町村計画）（案）

第２次登別市スポーツ推進
基本計画（案）

第２次登別市文化振興
基本計画（案）

～　募集期間　 6月 3 0 日 ( 火 ) まで　～

ドイガのしらく 　市や国、道からのお知らせ

概要・目的

担当
グループ

資料の閲覧

意見の例

意見の
提出方法

意見に
対する
回　答

農林水産グループ
〒059-8701中央町６丁目11
（☎85 2 3 2 1・fax85 8 2 8 6）

Ｅメール：agri@city.noboribetsu.lg.jp

社会教育グループ
〒059-0014富士町7丁目33

（☎88 1 1 2 9・fax85 9 7 4 4）
Eメール：syakyou@city.noboribetsu.lg.jp

　農村などで自然や文化に触れ、そ
こで暮らす人びととの交流や農業体
験により農業への理解を深めるとと
もに、地域の活性化を図るための計
画です。

　市民の『だれもが、いつでも、ど
こでも、いつまでも』気軽にスポー
ツに親しみながら健康で豊かな生活
を送ることができる社会の実現を目
指し、市の実情に応じたスポーツ施
策の理念を推進することを目的とし
た計画です。

　市民がふるさと登別の文化の創造
に関わるとともに、文化遺産の保護
継承と活用に努め、文化の多様性を
認識し、私たちが住むこの土地への
誇りと生きがいを感じられる個性あ
る文化活動と文化を育む環境づくり
を進めるため、文化振興を図ること
を目的とした計画です。

　本案の全文は、市役所１階市民コーナー、各支所、市民会館、市立図書館、市民活動センター、各意見募集の
担当グループに備え付けるほか、市ホームページにも掲載します。

　『○○事業は、△△のように改善すれば市民が利用しやすくなる』『条例案○条は、△△と記載されているが、
□□の理由から◇◇のような記載が必要ではないか』など、皆さんの意見をお寄せください。

　各閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名②住所③氏名④電話番号⑤意見を記入し、各閲覧場
所備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、Ｅメールで各担当グループに提出してください。
※ 電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。
　寄せられた意見に対する市の考え方は、市ホームページに掲載するほか、上記閲覧場所に閲覧ファイルを備え
付けます。
※ 意見を提出された方に対して個別の回答は行いません。
※ 意見を提出された方の住所、氏名、電話番号は公表しません。

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド

登
別
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

16



平成 26 年度
住民基本台帳の閲覧状況を公表します

　『住民基本台帳法』第 11条第３項・第 11条の２第 12項、『住民基本台帳の一部の閲覧及び住民票の写し
の交付に関する省令』第３条の規定に基づき、平成 26年度中の閲覧状況を公表します。

問い合わせ　市民サービスグループ（☎85 1 8 5 5 ）

ＮＨＫ室蘭放送局
局長　中川　寛

自衛隊札幌地方協力本部長
１等陸佐　岡本　浩
㈳新情報センター
事務局長　平谷　伸次
㈱昇寿チャート
代表取締役　川井　清維

㈳中央調査社
会長　西澤　豊
㈳中央調査社
会長　西澤　豊

株式会社インテージリサーチ
代表取締役社長　井上　孝志

㈳中央調査社
会長　西澤　豊

㈳中央調査社
会長　西澤　豊
㈳中央調査社
会長　西澤　豊

ＮＨＫ室蘭放送局
局長　中川　寛

㈱リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博
㈳新情報センター
事務局長　平谷　伸次

閲覧者氏名 閲覧事由（利用目的） 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

６月全国個人視聴率調査
(放送法第20条､第81条に定められた調査研究･世
論調査)

新聞及びウェブ利用に関する総合調査
(朝日新聞社ブランド推進本部マーケティング部)

家庭からの二酸化炭素排出量の推計に係る実態調
査全国試験調査
(環境省地球環境局総務課低炭素社会推進室)

11月全国個人視聴率調査
(放送法第20条､第81条に定められた調査研究･世
論調査)
平成26年度郵便利用構造調査
(日本郵便株式会社)
戦後70年に関する意識調査
(ＮＨＫ放送文化研究所世論調査部)
人生のあゆみと格差に関する全国調査
(国立大学法人東京大学大学院人文社会系研究科)
平成26年度国語に関する世論調査
(文化庁文化部国語課)

自衛官募集
(自衛隊法第29条第１項､同法第35条)
農村漁村に関する世論調査
(内閣府大臣官房政府広報室)
平成26年度道民意識調査
(北海道総合政策部知事室)

環境問題に関する世論調査
(内閣府大臣官房政府広報室)

女性の活躍推進に関する世論調査
(内閣府大臣官房政府広報室)

平成26年５月13日

平成26年５月23日

平成26年５月28日

平成26年７月２日

平成26年７月11日

平成26年７月11日

平成26年７月30日

平成26年８月８日

平成26年９月３日

平成26年10月９日

平成26年10月９日

平成26年12月３日

平成26年12月９日

幌別町
14件

市内全域     
670件

新川町
11件

中央町・常盤町
  20件

美園町
21件

幌別町
12件

登別温泉町・中登別町
66件

新川町
13件

幌別町
14件

常盤町・富士町
20件

鷲別町
12件

登別東町
25件

美園町
15件

くらしのガイド
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区分
額面

販売価格
発行数
有効期限
購入限度

　　 商品券
１冊１万2,000円
１冊１万円
４万冊
12月20日㈰
１人３冊（※）

  リフォーム券
１枚６万円
１枚５万円
2,000枚
12月14日㈪
１世帯10枚

※18歳未満の子どもがいる世帯は、１世帯５冊。

　販売日時・場所
○子育て世帯優先販売期間
・７月４日㈯・５日㈰10時～15時…登別観光協
　会、婦人センター、アーニス、若草つどいセ
　ンター、鷲別公民館
・７月６日㈪～９日㈭10時～17時…アーニス
　※６月に市が18歳未満の子どもがいる世帯へ
　　郵送する『優先購入申込書』が必要です。
○一般向け販売期間（売り切れ次第終了）
・７月12日㈰・13日㈪10時～15時…登別観光協
　会、婦人センター、アーニス、若草つどいセ
　ンター、鷲別公民館
・７月15日㈬から売り切れまで（土・日曜日、
　祝日を除く）10時～17時…アーニス
　予約もできます
　往復はがきに氏名、住所、電話番号、購入冊
　数を記入の上、６月15日㈪から29日㈪までに
　登別商工会議所（〒059－0012中央町５丁目
　

プレミアム商品券・プレミアムリフォーム券を販売します

　市内経済活性化のため、市内に住民票があり、市
内に居住している方（世帯）を対象に、市内取扱参
加店・事業所で利用できる、販売額の20㌫を利用額
に上乗せした商品券とリフォーム券を販売します。
　取扱参加店名・事業所名などは、今後、ポスター
や新聞折り込みなどでお知らせします。

問い合わせ　登別商工会議所（☎○４１１１）85

登別プレミアムリフォーム券

　６－１）
※後日郵送する『購入引換券』を持参のうえ、
　７月12日㈰・13日㈪に指定の販売場所へお越
　しください。
　ご注意ください
・購入時は、購入者本人の身分を証明できるも
　のを持参してください。
・市内の取扱参加店表示のある店舗で利用でき
　ます。ただし、釣り銭は出ません。
・現金との交換、ほかの商品券などの金券・印
　紙・はがき・宝くじの購入、債務などの返済、
　取扱店が指定する一部の商品の購入には利用
　できません。
・商品券の交換、譲渡、転売などは禁止します。
・商品券の盗難や紛失、汚損、滅失などの場合、
　登別商工会議所はその責を負いません。
・不正行為があった場合、商品券の返還や被害
　相当額の負担をしていただく場合があります。

のぼりべつプレミアム商品券

　対象物件
　市内に自己が所有し居住する住居、またはそ
　の住居と同一敷地内にある構築物、外構など
　対象工事　住宅の増改築、修繕など
　申し込み・購入方法
①取扱参加事業者へ見積もりを依頼
②取扱参加事業所に備え付けの購入申込書に、
　工事の見積書（写し可）、物件所有者の住民
　票、固定資産税通知書または固定資産課税台
　帳を添えて、６月15日㈪から７月17日㈮まで
　に、取扱参加事業者を通してまたは直接登別
　商工会議所へ提出
③後日郵送する引換券を、登別商工会議所に持
　参し購入
　発行枚数を上回る申し込みがあった場合
　７月24日㈮11時から登別商工会議所で抽選会
　を行います。当選された方にのみ、７月27日
　㈪以降に引換券を郵送します。
　ご注意ください
・購入申込書を提出する前に着工した工事の支

　払いには、利用できません。
・購入申込書を提出することによりプレミアム
　リフォーム券購入前でも工事を着工できます
　が、抽選となった場合、工事着工の有無に関
　わらず落選する可能性があります。
・新築住宅の建築工事や、事務所やアパートな 
　ど事業に使用している物件の増改築や修繕に
　は利用できません。ただし、店舗兼住宅など
　の複合物件については、居住部分の工事費に
　のみ利用できます。
・購入後の払い戻しはできません。また、釣り
　銭は出ません。
・住宅の備品類（空調機器、感知器、電子・通
　信機器、照明器具、映像機器など）の購入費
　用の支払いには利用できません。
・二世帯住宅などの共同住宅については、個別
　に登記され、個別に工事の契約が結ばれる場
　合のみ世帯主ごとに購入できます。
・審査の結果、条件に該当しないことが判明し
　た場合は購入できません。

　
　
　
　
　
　
　

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『

くらしのガイド
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19 困った！ときにはまず相談

相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ
※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

市民相談 随時

消費生活相談
随時

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

６月25日㈭・26日㈮
17時30分～20時
６月27日㈯９時～17時

６月18日㈭
14時～17時

水・金曜日
８時30分～17時

月～金曜日
17時以降(予約制)

月～金曜日
10時～16時(予約制)

６月12日㈮・26日㈮
10時～16時(予約制)

６月15日㈪
10時～12時

鉄南ふれあい
センター

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

登別労働会館
（千歳町３丁目）

地域職業相談室
（アーニス内）

土曜日
10時～17時

夜間・土曜
納税相談窓口

７月18日㈯
９時30分～12時

６月27日㈯
９時30分～12時

※登別消費者協会は火～
　金曜日の10時～16時。

職業訓練セン
ター（青葉町）

税務グループ

障害福祉グル
ープ

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

鉄南ふれあい
センター

鉄南ふれあい
センター

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルなど

就職活動などで抱える不安や
悩みなど

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

解雇や労働条件の引き下げ、
職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7）

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6）

登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0）

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7）

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5）

６月26日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0）

７月10日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9）

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：増川　拓さん
定員：６人（申し込み順）

困った!
ときには まず相談

障がいのある方の
就労相談窓口

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

無料労働相談
（市支援事業）

一日行政相談

ます かわ たく

障がいのある方の就労や雇用

市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

６月11日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2）



問い合わせ　室蘭歯科医師会

日時 診療所・住所・電話
6月の歯科救急医療

６月７日㈰
９時～11時

 ６月14日㈰
９時～11時

６月21日㈰
９時～11時

６月28日㈰
９時～11時

3 5 2 243

 

 いしい歯科
室蘭市東町２丁目22－６

3 3 6 744

いちはし歯科
室蘭市本輪西町３丁目６－13

4 3 2 355

 

岩倉歯科
室蘭市水元町12－６

7 1 1 745

宇賀歯科医院
室蘭市中央町２丁目９－10

6 9 8 9

村上歯科医院
伊達市網代町35

2 0 2 10 1 4 2

高橋歯科医院
登別市若草町３丁目14－10

2 2 5 086

日
時

　６
月
12
日
㈮
10
時
〜
12
時

集
合
場
所
　
鷲
別
公
民
館
駐
車
場

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　消
防
士
の
仕
事
を
見
学

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　帽
子
、
運
動
靴
、
着
替
え

　
な
ど

申
し
込
み

　６
月
11
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時

　６
月
22
日
㈪
10
時
〜
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

　
援
を
し
て
い
る
指
導
者

内
容

　子
ど
も
と
外
遊
び
を
す
る
と

　
き
の
楽
し
み
方
の
講
座

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

　
み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

　６
月
21
日
㈰
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
・
場
所

・
６
月
10
日
㈬…

鷲
別
公
民
館

・
６
月
17
日
㈬…

若
草
児
童
ク
ラ
ブ

・
６
月
24
日
㈬…

で
あ
え
ー
る
は
ま

　
な
す

※

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
12
時

　
ま
で
。

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

内
容

　子
ど
も
同
士
や
保
護
者
の
交

　
流
の
場
と
し
て
、
遊
具
を
使
っ
た

　
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持
ち
物

　上
靴

※

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

　
越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時

　６
月
20
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　子
育
て
中
の
方

内
容
　
火
お
こ
し
と
ス
モ
ー
ク
づ
く

　
り

定
員

　15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　300
円

持
ち
物

　コ
ッ
プ
、
動
き
や
す
い
服

　
装
と
靴

申
し
込
み

　６
月
19
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時

　６
月
20
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

　小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
お
父
さ
ん

内
容

　絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由

　
遊
び
な
ど

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　登
別
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

日
時

　６
月
20
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

　
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象

　親
子

内
容
　
泥
遊
び
、
水
遊
び

定
員

　15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　１
人
100
円

持
ち
物

　水
筒
、
帽
子
、
運
動
靴
　

　
（
長
靴
）
、
着
替
え
な
ど

申
し
込
み

　６
月
19
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

　
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

　
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

　
８
９
０

－

０
８
６
５
）

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

　 

　  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

　 

　  

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

　    

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

カ

　
　

  

フ

　
　

  

ェ

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

すす

子
育
て

子
育
て

健 

康
健 

康

くくく

いい
ききき

すすすくくく

いいい
ききき

すくすく子育て　いきいき健康

すくすく
子育て 健康いきいき

20

す
く
す
く

 

子 
育 
て

す
く
す
く

 

子 
育 
て

』
み
込
し
申
『

』
せ
わ
合
い
問
『



子宮頸がん・乳がん検診のお知らせ子宮頸がん・乳がん検診のお知らせ

７月24日㈮までに、希望する検診名、氏名（ふりがな）、生
年月日、住所、電話番号、希望する日程、健康保険の種類を
記入し、郵送またはファクス、Ｅメールで健康推進グループ  
（〒059－0016片倉町６丁目９－１、　85０１１１、Ｅメール：
shinta21@city.noboribetsu.lg.jp）

問い合わせ 健康推進グループ（しんた21内・☎85０１００）

申
し
込
み FAX

日
時
・
場
所

・
７
月
２
日
㈭…

鷲
別
保
育
所
・
富

　
士
保
育
所

・
７
月
９
日
㈭…
栄
町
保
育
所

・
７
月
15
日
㈬…

登
別
保
育
所

・
７
月
22
日
㈬…

幌
別
東
保
育
所

※

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
11

　
時
。

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

持
ち
物
　
上
靴
（
子
ど
も
、
保
護
者

　
と
も
）
、
着
替
え

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時
　
６
月
23
日
㈫
９
時
30
分
〜
12

　
時
30
分

集
合
場
所
　
市
民
会
館
（
バ
ス
で
ふ

　
ぉ
れ
す
と
鉱
山
へ
移
動
）

対
象
　
２
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子
ど

　
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
着
替
え

申
し
込
み
　
６
月
８
日
㈪
か
ら
12
日

　
㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

　日
時
・
対
象

・
１
歳
児
グ
ル
ー
プ
　
７
月
９
日
か

　
ら
８
月
６
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

　
（
全
５
回
）
・
１
歳
６
カ
月
か
ら

　
２
歳
５
カ
月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ

　
の
保
護
者 

・
２
歳
児
グ
ル
ー
プ
　
７
月
７
日
か

　
ら
８
月
４
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

　
（
全
５
回
）
・
２
歳
６
カ
月
か
ら

　
３
歳
６
カ
月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ

　
の
保
護
者

※

時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容
　
手
遊
び
、
絵
本
、
製
作
な
ど

定
員
　
各
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
６
月
15
日
㈪
か
ら
19
日

　
㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
（
☎
81
３
７
１
５
）

日
時
　
７
月
２
日
㈭
10
時
〜
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の

　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
30
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
マ
グ

　
カ
ッ
プ
、
箸
ま
た
は
フ
ォ
ー
ク
、

　
サ
ン
ダ
ル
ま
た
は
長
靴
（
濡
れ
て

　
も
よ
い
も
の
）

問
い
合
わ
せ
　
６
月
22
日
㈪
か
ら
26

　
日
㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

日
時
　
６
月
24
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

　
そ
の
保
護
者

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
80
２
７
７
２
）

日
時
　
７
月
15
日
㈬
13
時
30
分
〜
15

　
時
30
分

場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

内
容
　
沐
浴
・
抱
っ
こ
・
オ
ム
ツ
交

　
換
の
体
験
実
習
、
交
流
な
ど

定
員
　
20
人

申
し
込
み
　
７
月
14
日
㈫
ま
で
に
健

　
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
85

　
０
１
０
０
）

子
育
て
講
座
『
森
で
遊
ぼ
う
』

　
　

 

〜
親
子
バ
ス
遠
足
に

　
　
　
　
　参
加
し
ま
せ
ん
か
〜

子
育
て
講
座
『
森
で
遊
ぼ
う
』

　
　

 

〜
親
子
バ
ス
遠
足
に

　
　
　
　
　参
加
し
ま
せ
ん
か
〜

『
あ
そ
び
の
広
場
』
に

  

参
加
し
ま
せ
ん
か

『
あ
そ
び
の
広
場
』
に

  

参
加
し
ま
せ
ん
か

七
夕
製
作

七
夕
製
作

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

流
し
そ
う
め
ん
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

流
し
そ
う
め
ん
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

『児童手当現況届』を
受け付けます

『児童手当現況届』を
受け付けます

日時

場所

対象

内容

子宮頸がん検診 乳がん検診
９月29日㈫
午前の部　９時～
午後の部　13時～

しんた21

９月11日㈮
午前の部　８時30分～
午後の部　12時30分～

奇数月生まれの20歳以上
の女性

奇数月生まれの40歳以上
の女性

子宮頸部細胞診 視触診・マンモグラフィー
検査

定員 午前100人、午後100人 午前50人、午後40人

料金 1,700円 2,200円
（50歳以上は1,900円）

　児童手当を受給されている方は、毎年６月
１日から30日までの間に『児童手当現況届』
を提出しなければなりません。
　受給者には手続書類を送付していますので、
必ず期間中に提出してください。
　また、出張受け付けもしていますのでご利用
ください。提出がない場合、６月分以降の手
当が支給停止となりますのでご注意ください。

▼提出先　６月30日㈫までに子育てグループ
◎出張受付
・６月15日㈪10時～12時・登別温泉ふれあい
　センター
・６月16日㈫10時～16時・鷲別公民館
・６月19日㈮10時～12時・婦人センター

▼問い合わせ　子育てグループ
　　　　　　 　　　　　  （☎85５６３４）

すくすく子育て　いきいき健康21

すくすく
子育て 健康いきいき



問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎85０１００）

診査名・対象 日　時 内　　容 持ち物 場所

７月29日㈬
時間は個別通知

７月17日㈮
時間は個別通知

７月８日㈬
時間は個別通知

７月２日㈭
時間は個別通知

７月28日㈫
９時20分～10時

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）
診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談
発育・発達・育児・栄
養などの相談

母子健康手帳、
バスタオル、
替えオムツ

母子健康手帳

し
ん
た
21

乳幼児健康相談 診査

（平成27年２月５日～
　平成27年２月28日生まれ）

４カ月児健康診査

（平成25年12月生まれ）
１歳６カ月児健康診査

（平成26年９月１日～
　平成26年９月24日生まれ）

10カ月児健康相談

（平成24年６月生まれ）
３歳児健康診査

（事前の申し込みが必要です）
すくすく☆親子相談

日
時

　７
月
14
日
㈫
10
時
〜
11
時
30

　
分

場
所
　
し
ん
た
21

対
象

　６
カ
月
か
ら
９
カ
月
児
と
そ

　
の
保
護
者

※

個
別
案
内
は
が
き
が
届
い
て
い
る

　
方
は
、
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

内
容

　離
乳
食
の
お
話
、
試
食
（
保

　
護
者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

参
加
料
　
200
円

持
ち
物

　筆
記
具
、
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み
　
７
月
10
日
㈮
ま
で
に
健

　
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
85

　
０
１
０
０
）

日
時
　
６
月
17
日
㈬
10
時
30
分
〜
11

　
時

場
所
　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

内
容

　管
理
栄
養
士
に
よ
る
減
塩
生

　
活
に
関
す
る
講
話

※

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　同
病
院

　
　
　
　
　
　
（
☎
80
３
２
３
５
）

日
時
　
６
月
７
日
㈰
10
時
〜
16
時

場
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館

内
容

　８
０
２
０
コ
ン
テ
ス
ト
、
図

　
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
歯
科
相

　
談
、
口
臭
診
断
、
口
腔
清
掃
指
導
、

　
無
料
フ
ッ
化
物
塗
布
な
ど

問
い
合
わ
せ

　室
蘭
歯
科
医
師
会

　
　
　
　
　
　
（
☎
43
３
５
２
２
）

　
歩
行
に
関
す
る
話
や
、
正
し
い
歩

行
姿
勢
に
つ
い
て
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を

交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
22
日
㈪
13
時
30
分
〜
15

　
時

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

演
題

　老
後
の
健
康
は
急
ぎ
足
で
歩

　

　
こ
う
!!
　

講
師

　三
愛
病
院
内
科
医
師
　
金
上

　
宣
夫
さ
ん

申
し
込
み

　当
日
ま
で
に
同
病
院

　
　
　
　
　
　
（
☎
83
１
１
１
１
）

健
康
教
室

健
康
教
室

市
民
公
開
講
座

市
民
公
開
講
座

歯
と
口
の
健
康
週
間
イ
ベ
ン
ト

歯
と
口
の
健
康
週
間
イ
ベ
ン
ト

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば

後期高齢者医療制度からのお知らせ

　医療機関で処方される薬には、新薬(先発医薬品)とジェネリック医薬品
(後発医薬品)があります。
　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の
基準を満たしている安全な薬であり、新薬より３割以上、中には５割以上
価格が安くなるものもあります。

ジェネリック医薬品の利用について

・かかりつけの医師に受診するようにし、同じ病気でいくつもの医療機関
　を受診することは控えましょう。
・また、休日や夜間に救急医療機関を受診しようとする際には、平日の時
　間内に受診することができないか、もう一度考えてみましょう。

年金・長寿医療グループ（☎85２１３７）
北海道後期高齢者医療広域連合（☎011－290－5601）

病院にかかるときは次のことに気をつけましょう

問い合わせ

ジ
ェ
イ
コ
ー

か
な
が
み
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日
時
　
６
月
20
日
㈯
13
時
〜
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内
容
　
本
の
デ
ー
タ
の
仕
組
み
や
構

造
・
規
則
を
解
説
し
、
効
果
的
な

検
索
の
コ
ツ
を
紹
介

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
６
月
13
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

橘
湖
の
自
然
探
勝
会

日
時
　
６
月
13
日
㈯
10
時
〜
13
時

場
所
　
カ
ル
ル
ス
温
泉
駐
車
場

内
容
　
橘
湖
周
辺
の
初
夏
の
花
の
観

察
と
、
健
康
増
進
を
兼
ね
た
自
然

探
勝
会

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

手
袋
、
雨
具
、
歩
き
や
す
い
靴

申
し
込
み
　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
一

般
財
団
法
人
自
然
公
園
財
団
登
別

支
部
（
☎
84
３
１
４
１
）

日
時
　
６
月
27
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

映
画
会

日
時
・
内
容
　
６
月
６
日
㈯

①
10
時
30
分
・
チ
ャ
ー
リ
ー
と
こ
ぐ

ま
の
ミ
モ

②
13
時
・
世
界
遺
産
富
士
山
信
仰
の

対
象
と
芸
術
の
源
泉
、
レ
イ
チ
ェ

ル
・
カ
ー
ソ
ン
感
性
の
森

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
７
月
12
日
㈰
10
時
〜
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

内
容
　
笹
船
作
り
、
笹
船
遊
び
、
流

し
そ
う
め
ん
体
験

定
員
　
50
人

参
加
料
　
200
円

申
し
込
み
　
６
月
24
日
㈬
か
ら
７
月

４
日
㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
３
３
９
）

日
時
　
７
月
１
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
、
パ
エ
リ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
オ
ム
レ
ツ
の
調
理

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
300
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
テ
ィ
ー
カ
ッ

プ
、
布
巾
、
筆
記
用
具

申
し
込
み
　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
６
月
13
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

内
容
　
昔
な
が
ら
の
方
法
で
火
を
お

こ
し
、
そ
の
火
で
調
理
を
行
う

定
員
　
10
人

参
加
料
　
100
円

申
し
込
み
　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
カ

ン
ト
・
レ
ラ
（
☎
84
２
０
６
９
）

日
時

・
６
月
17
日
㈬
10
時
30
分

・
７
月
１
日
㈬
10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

日
時
　
７
月
10
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
初
級
か
ら
上
級
に
応
じ
た
ネ

ッ
ク
レ
ス
・
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
リ
ン

グ
の
作
成

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円
〜
２
千
円

申
し
込
み
　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
１
１
６
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
６
月

26
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
４
３
２
４
）

６
月
号

わくわくおでかけナビゲーション

図
書
館
長
に
よ
る
資
料
検
索
入
門

　
　〜
本
を
探
す
〜

映
画
会

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

　
　〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

ハ
ー
ブ
教
室

自
分
で
火
を
お
こ
し
て
み
よ
う
‼

笹
舟
あ
そ
び
と
そ
ー
め
ん
流
し

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

市
立
図
書
館
休
館
情
報

え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会

橘
湖
の
自
然
探
勝
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

　
　〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

のぼりべつ
カルチャーナイト2015

　公共施設や民間施設を夜間開放し、地域の文化をいつもと違う
雰囲気で楽しむ行事です。参加施設・団体を募集します。

▼ 募集期限　　　　　７月17日㈮

▼ 申し込み　　　　　実行委員会　藤井さん
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎090-7511-0234）

▼ 実施日　　　　　　９月18日㈮

▼ 公式ホームページ　http://www.at-ml.jp/10200740/

参加施設・団体を募集します
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日
時
　
７
月
１
日
㈬
、
15
日
㈬
、
22

日
㈬
、
29
日
㈬
、
８
月
５
日
㈬
、

12
日
㈬
（
全
６
回
）
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
筆
ペ
ン
で
の
楷
書
、
行
書
、

平
仮
名
、
片
仮
名
の
書
き
方

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
円

持
ち
物
　
文
鎮

申
し
込
み
　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
１
１
６
）

日
時
　
６
月
21
日
㈰
８
時
40
分

場
所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

る
高
校
生
以
上
の
方

定
員
　
12
チ
ー
ム
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

※

１
チ
ー
ム
12
人
以
内
の
編
成
（
監

督
含
む
）
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※

１
位
か
ら
３
位
の
チ
ー
ム
に
は
賞

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
千
500
円

申
し
込
み
　
総
合
体
育
館
ま
た
は
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に
備
え

付
け
の
申
し
込
み
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
６
月
12
日
㈮
９
時
に

同
財
団
事
務
局
へ
持
参

問
い
合
わ
せ
　
同
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
１
１
６
）

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

日
時
　
６
月
19
日
㈮
10
時
〜
13
時

場
所
　
し
ん
た
21

内
容
　
地
元
食
材
を
使
っ
た
ヘ
ル
シ

ー
料
理
４
品
を
調
理

定
員
　
25
人

参
加
料
　
600
円

申
し
込
み
　
６
月
15
日
㈪
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
花
つ
な
の
会
・
安
達

さ
ん
（
☎
85
７
８
４
５
）

日
時
　
６
月
10
日
㈬
15
時
〜
17
時
、

18
時
〜
20
時

内
容
　
老
舗
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
の
パ

テ
ィ
シ
エ
が
、
地
元
食
材
を
使
っ

て
創
作
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
賞
味
会

場
所
　
と
も
か
な

定
員
　
各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
３
千
円
（
創
作
ス
イ
ー
ツ

３
品
と
紅
茶
ま
た
は
コ
ー
ヒ
ー
付

き
）

申
し
込
み
　
６
月
８
日
㈪
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
６
月
29
日
㈪
10
時
〜
13
時

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内
容
　
チ
ー
ズ
と
ト
マ
ト
の
中
華
あ

ん
か
け
ご
は
ん
、
花
シ
ュ
ー
マ
イ
、

杏
仁
風
ヨ
ー
グ
ル
ト
ミ
ル
ク
プ
リ

ン
の
調
理

定
員
　
40
人

参
加
料
　
500
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど

申
し
込
み
　
６
月
22
日
㈪
ま
で
に
登

　
別
消
費
者
協
会
（
☎
85
８
３
０
７
）

日
時
　
６
月
20
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
仙
海
寺
（
若
山
町
２
丁
目
）

内
容
　
『
ひ
ぐ
ら
し
』
、
『
祭
花
』
、

『
三
保
の
春
』
、
『
竹
田
の
子
守

唄
』
な
ど
の
演
奏

申
し
込
み
　
同
会
・
山
口
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
３
４
５
９
）

日
時
　
６
月
７
日
㈰
６
時
30
分

集
合
場
所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

駐
車
場

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
７
千
500
円
（
バ
ス
代
、
保

険
料
含
む
）

持
ち
物
　
夏
山
登
山
の
標
準
装
備
、

雨
具
、
水
筒
、
履
き
慣
れ
た
登
山

靴
申
し
込
み
　
６
月
４
日
㈭
ま
で
に
登

別
山
岳
会
・
藤
木
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
85
５
８
９
７
）

　
日
時
　
７
月
６
日
㈪
・
27
日
㈪
９
時

30
分
〜
12
時
（
全
２
回
）

場
所
　
市
民
会
館

内
容
　
茶
碗
、
皿
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
な
ど
の
制
作

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持
ち
物
　
タ
オ
ル
（
手
拭
き
用
）

申
し
込
み
　
６
月
12
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
88
１
１
１
６
）

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
野
外
に

設
け
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
、
地
図
と

コ
ン
パ
ス
を
見
な
が
ら
回
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

日
時
　
６
月
７
日
㈰
10
時
〜
12
時

場
所
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
筆
記

用
具

申
し
込
み
　
６
月
３
日
㈬
ま
で
に
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
登
別
Ｏ
Ｌ
Ｃ

　
・
佐
藤
さ
ん
（
☎
85
３
８
７
５
）

－
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筆
ペ
ン
習
字
教
室

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
１
回
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

料
理
教
室

陶
芸
教
室

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

地
図
読
み
講
習
会

第
５
回

琴
と
尺
八
に
よ
る
鈴
の
会

春
の
市
民
登
山
会
　
風
不
死
岳
登
山

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

ス
ウ
ィ
ー
ツ
ラ
イ
ブ

ふ
っ

だ
け

ぷ

し

▼
日
時
　
７
月
５
日
㈰
10
時
〜
14
時
（
雨
天
中
止
）

▼
場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

▼
区
画
　
２
・
25
㍍×

５
㍍
（
24
区
画
）

※

応
募
が
募
集
出
店
数
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
。

▼
申
し
込
み
　
６
月
５
日
㈮
ま
で
の
９
時
か
ら
17
時
30
分
に
同
ま
つ

り
運
営
委
員
会
（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
２
９
５
８
）

リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
　
イ
ン
登
別
・
白
老

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

'15
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日
時
　
６
月
20
日
㈯
９
時
（
雨
天
中

止
）

集
合
場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
第
二

駐
車
場

参
加
料
　
200
円

持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
敷
物
、

雨
具
、
歩
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み
　
６
月
14
日
㈰
ま
で
に
登

別
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
荒

生
さ
ん
（
☎
86
８
６
３
６
）

日
時
　
６
月
13
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

参
加
料
　
500
円
（
飲
み
物
付
き
）

問
い
合
わ
せ
　
合
唱
団
『
あ
す
な
ろ
』

　
田
中
さ
ん
（
☎
86
４
６
４
３
）

日
時
　
６
月
28
日
㈰
10
時
〜
11
時

※

小
雨
決
行
。

※

雨
天
の
場
合
は
30
日
㈫
に
延
期
。

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

内
容
　
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
、
カ
キ
ツ
バ

タ
、
エ
ゾ
ノ
コ
リ
ン
ゴ
な
ど
の
観

察
定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申
し
込
み
　
６
月
27
日
㈯
ま
で
に
キ

ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
84
８
４
７
０
）

日
時
　
６
月
14
日
㈰
13
時
〜
15
時
30

分
場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

内
容
　
オ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

語
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
演
奏
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ユ
ニ
ッ
ト
サ
ウ
ザ
ン
ド
パ
ワ
ー
・

中
居
さ
ん
（
☎
55
６
２
６
２
）

日
時
　
６
月
20
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所
　
と
も
か
な

対
象
　
男
性

内
容
　
夕
食
の
お
か
ず
１
品
と
酒
の

さ
か
な
の
調
理

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

申
し
込
み
　
６
月
18
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
６
月
27
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
介
護
に
関
す
る
日
頃
の
思
い

や
、
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
の
話
し

合
い

定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
250
円

申
し
込
み
　
６
月
25
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

日
時
　
毎
週
金
曜
日
16
時
30
分
〜
18

時
場
所
　
と
も
か
な

内
容
　
洋
画
を
観
な
が
ら
英
会
話
を

学
ぶ

定
員
　
各
回
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料

　１
回
に
つ
き
500
円

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト

申
し
込
み
　
毎
週
木
曜
日
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）

　
笑
っ
て
み
ん
な
で
長
生
き
し
ま
し

ょ
う
。

日
時
　
６
月
６
日
㈯
13
時

場
所
　
と
も
か
な

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
飲
み
物
付
き
）

申
し
込
み
　
６
月
４
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
７
１
３
３
）
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市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

三
段
の
滝
散
策

サ
ウ
ザ
ン
ド
パ
ワ
ー
ラ
イ
ブ
in
登
別

洋
画
で
覚
え
る
英
会
話

男
の
料
理
教
室

元
気
に
介
護
の
会

う
た
ご
え
喫
茶
の
ご
案
内

キ
ウ
シ
ト
湿
原
自
然
観
察
会

と
も
か
な
長
生
き
寄
席

登別太極拳サークル
　健康のために太極拳を始めませんか。

▼ 日時　毎週金曜日13時30分～15時30分

▼ 場所　市民会館

▼ 費用　月額3,000円

▼ 申し込み　工藤さん（☎85４０８８）

登別空手道スポーツ少年団　藤島道場

▼ 日時・場所
　・月曜日　市民プールらくあ
　・水曜日　登別市青少年会館
　・木・土曜日　若草つどいセンター
　※時間はいずれも18時～20時30分。

▼ 費用　月額2,500円から（練習回数による）

▼ 問い合わせ　藤島さん（☎86７５０８）

会員募集

イ
ン
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からのお知らせ『のぼりん』『のぼりん』市民活動センター

日時　 6月13日㈯10時～
　12時
定員　20人（申し込み順）
参加料　1,000円
申し込み　 6月10日㈬ま
　でに市民活動センター
　　　　（☎83６８６６）

日時　 6月15日㈪13時30分～15時30分
定員　15人（申し込み順）
申し込み　 6月11日㈭までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　 6月16日㈫10時～12時
定員　20人（申し込み順）
申し込み　 6月12日㈮までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　 6月17日㈬10時～
　12時
定員　15人（申し込み順）
申し込み　 6月12日㈮ま
　でに市民活動センター
　　　　（☎83６８６６）

日時　 6月22日㈪13時～15時
定員　15人（申し込み順）
申し込み　 6月19日㈮までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

のぼりん文化講座

のぼりんナイトカルチャー

のぼりん展示コーナー

日時　 6月19日㈮10時～12時
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
申し込み　 6月16日㈫までに
　市民活動センター（☎83６８６６）

日時　 6月24日㈬19時～20時30分
定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　 6月19日㈮までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　 6月23日㈫19時～20時30分
定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　 6月19日㈮までに市民活動センター
　　　　　　　　　　　　　　（☎83６８６６）

日時　毎週月・金曜日の20時30分～21時15分
定員　各10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　参加希望日の 3日前までに市民活動セ
ンター（☎83６８６６）

月日　 6月19日㈮～30日㈫
問い合わせ　同クラブ・今村さん
　　　　　　　　　　　　　（☎080-5582-2172）

葉画教室葉画教室

パソコン教室パソコン教室

タブレット教室タブレット教室

ヨガ教室ヨガ教室

登別水彩クラブ展示会登別水彩クラブ展示会

陶芸教室陶芸教室

かっぽれかっぽれ

登別歴史散歩（全５回のうち第１回）登別歴史散歩（全５回のうち第１回）

詩吟教室詩吟教室

初心者書道教室初心者書道教室

27 わくわくおでかけナビゲーション

　みんなで里山の手入れをします。
日時　 6月27日㈯10時～12時
定員　30人（申し込み順）
参加料　200円（小学生以下100円）
持ち物　軍手、帽子、昼食、飲み物、野外で活動
できる服装など
申し込み　 6月26日㈮までにふぉれすと鉱山

　木を使ってキッチン小物を作ります。
日時　 6月16日㈫10時～14時
対象　18歳以上の方
定員　 7人（申し込み順）
参加料　600円
持ち物　エプロン、マスク、軍手など
申し込み　 6月14日㈰までにふぉれすと鉱山

　安全な川遊びのための講座です。
日時　 6月20日㈯10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持ち物　昼食、飲み物、着替え、濡れてもよい服
と靴など
申し込み　 6月19日㈮までにふぉれすと鉱山

　沢登りに挑戦します。
日時　 6月28日㈰10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持ち物　昼食、飲み物、着替え、濡れてもよい服
と靴など
申し込み　 6月25日㈭までにふぉれすと鉱山

　マウンテンバイクで川又温泉へ（徒渉あり）。
日時　 6月19日㈮10時～14時
定員　15人（申し込み順）
参加料　800円
持ち物　濡れてもよい靴または長靴、動きやすい
服装、帽子、タオル、飲み物、昼食
申し込み　ふぉれすと鉱山

　地質、ＡＥＤ、応急処置などを学びます。
日時　 6月14日㈰10時～17時
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持ち物　野外で活動できる服装、帽子、着替え、
タオル、雨具、飲み物、昼食など
申し込み　 6月13日㈯までにふぉれすと鉱山

　大人と子どもで、それぞれ楽しみます。
日時　 6月14日㈰10時～14時
対象　 5歳から小学 2年生までの児童と保護者
参加料　１人につき200円
持ち物　汚れてもよい服装、靴、着替え、タオル、
飲み物、昼食
申し込み　 6月11日㈭までにふぉれすと鉱山

　散歩をしながら、お茶にできる野草を探します。
日時　 6月17日㈬10時～12時30分
対象　 3歳未満の幼児とその保護者（きょうだい
の参加可）
参加料　1組につき300円（1人増えるごとに100円
加算）
持ち物　野外で活動できる服装、帽子、着替え、
タオル、雨具、飲み物、昼食など
申し込み　 6月14日㈰までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ

里山づくりの日里山づくりの日 たまにはアウトドアライフたまにはアウトドアライフ

コーザンネイチャーガイド養成講座コーザンネイチャーガイド養成講座

森ン子くらぶ森ン子くらぶ

森のサロン森のサロン

木の学校木の学校

教員向け川のリスクマネジメント講座教員向け川のリスクマネジメント講座

はじめての沢登りはじめての沢登り
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定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持ち物　野外で活動できる服装、帽子、着替え、
タオル、雨具、飲み物、昼食など
申し込み　 6月13日㈯までにふぉれすと鉱山

　大人と子どもで、それぞれ楽しみます。
日時　 6月14日㈰10時～14時
対象　 5歳から小学 2年生までの児童と保護者
参加料　１人につき200円
持ち物　汚れてもよい服装、靴、着替え、タオル、
飲み物、昼食
申し込み　 6月11日㈭までにふぉれすと鉱山

　散歩をしながら、お茶にできる野草を探します。
日時　 6月17日㈬10時～12時30分
対象　 3歳未満の幼児とその保護者（きょうだい
の参加可）
参加料　1組につき300円（1人増えるごとに100円
加算）
持ち物　野外で活動できる服装、帽子、着替え、
タオル、雨具、飲み物、昼食など
申し込み　 6月14日㈰までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ

里山づくりの日里山づくりの日 たまにはアウトドアライフたまにはアウトドアライフ

コーザンネイチャーガイド養成講座コーザンネイチャーガイド養成講座

森ン子くらぶ森ン子くらぶ

森のサロン森のサロン

木の学校木の学校

教員向け川のリスクマネジメント講座教員向け川のリスクマネジメント講座

はじめての沢登りはじめての沢登り
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市立図書館市立図書館

※市立図書館では、毎月購入している本の全リス
　トを差し上げています。ご利用ください。

不用品不用品ダイヤルダイヤル市市 申し込み・問い合わせは

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時
登別消費者協会（☎　8307） ☎　4324☎　4324

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝＝こどものほん＝

ゆずります（売ります）ゆずります（売ります）
●座卓用藤テーブル（直径88㌢㍍・ガラス張り）●ガスコンロ台●たこ
焼き器●カメラ（フラッシュ付き）●革靴（茶色・26.5㌢㍍、黒色・26
㌢㍍）●ゴルフセット（男子用）●ポータブル石油ストーブ●電気カー
ペット（２畳用）●電気こたつ●電気ストーブ●電動ミシン●二層式洗
濯機●介護用ポータブルトイレ●ベビーバス●学習机（木製）●幼児用
バイオリン●精米機●餅つき器●夏タイヤ（145／80Ｒ13）●テレビ台（
100×42×40㌢㍍）●健康ぶら下がり器●男性用スピードスケート靴（黒
色・26㌢㍍）●プレジャーボート（船外機付き）

ゆずってください（買います）ゆずってください（買います）
●婦人用自転車（24～26㌅）●鉄瓶●海星学院高校女子制服●白菊幼稚
園男子制服●男子低学年用スキーセット●子ども用自転車（12～14㌅）
●切手アルバム●計量はかり（５㌔㌘以内）●天体望遠鏡●木製臼・き
ね●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●ベビーカー（２人乗り用）●ジ
ュニアシート●紙折り機械●電動ミシン●クラシックＣＤ（６枚）●ワ
ープロリボン●おひな様セット

田園発港行き自転車（上・下）田園発港行き自転車（上・下）

菜の子ちゃんと龍の子菜の子ちゃんと龍の子

宮本　　輝 著宮本　　輝 著
みや もとみや もと

とみ やす　　　よう　ことみ やす　　　よう　こ

てるてる

くら　た　　　　　みのる

いつ　き　　　ひろ ゆき

すず　き　　　こう　じ

富安　陽子 作富安　陽子 作

　絵本作家の真帆の父は15年前、
「出張で九州に行く」と言った
まま、富山で病死を遂げていた。
わだかまりを胸に真帆は富山へ
足を向ける。家族の運命が交錯
する物語。

　修験道のメッカ『大峯山』の
ふもとにある小学校に転校して
きた山田菜の子ちゃん。地元の
子・季子（トキコ）といっしょ
に、龍の子が空にのぼるのを助
けようとしますが…。

奨
学
金
説
明
会

献
血
へ
の
協
力

　
献
血
車
は
年
２
回
来
校
し
、
次
回

は
10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
高
校
生
・
保
護
者
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

・
６
月
14
日
㈰
・
20
日
㈯

　
11
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
６
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　
10
時
30
分
〜
15
時
30
分

※

６
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
は
、
通
常

　
の
見
学
・
説
明
会
の
ほ
か
、
洞
爺

　
湖
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
タ
に

　
参
加
す
る
企
画
な
ど
を
行
う
予
定

　
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

　
５
月
11
日
㈪
・
12
日
㈫
、
日
本
学

生
支
援
機
構
奨
学
金
の
説
明
会
を
行

い
ま
し
た
。
奨
学
金
の
種
類
や
返
還

の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、

新
規
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
行
い
、

高
校
在
学
時
に
申
し
込
む
予
約
採
用

と
合
わ
せ
て
、
数
十
人
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。
説
明
会
以
降
も
、

希
望
者
の
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
５
月
25
日
㈪
は
日
本
赤
十
字
社
の

献
血
車
が
来
校
し
、
少
し
で
も
社
会

貢
献
を
し
よ
う
と
、
多
く
の
学
生
が

積
極
的
に
献
血
に
協
力
し
ま
し
た
。

『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

＋
体
験
入
学
』
の
ご
案
内

◇平安大事典 倉田　　実 編
◇養生のヒント 五木　寛之 著
◇樹海 鈴木　光司 著

ひろ　の　た　 か　 こ

ま　ち イン　　ザアンド

◇いろいろやさい とこやさん 山岡ひかる 作
◇ハートのはっぱかたばみ 広野多珂子 絵
◇都会のトム&ソーヤ⑿ IN THEナイト はやみねかおる 著

やま おか

▲奨学金の説明を受ける学生

▲来校した献血車

地 域 だ よ り29

地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

FAX

　
新
生
町
三
丁
目
町
会
で
は
、
会
員

の
生
き
が
い
づ
く
り
と
健
康
維
持
を

目
的
に
、
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
の
サ
ロ

ン
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ラ
オ
ケ
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
・
デ

ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
・
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
囲

碁
・
健
康
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
多
種
多

様
な
活
動
が
年
間
360
回
行
わ
れ
、
延

べ
２
千
人
が
参
加
し
、
会
員
同
士
の

交
流
や
新
た
な
趣
味
の
発
見
な
ど
に

一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

新
生
町
三
丁
目
町
会

　
　
　
　
会
長
　
中
山
　
晃
一

サ
ロ
ン
活
動
で
生
き
が
い
づ
く
り

な
か
や
ま
　
　
こ
う
い
ち

　
登
別
東
町
第
五
町
会
で
は
、
世
代

間
交
流
を
目
的
に
『
も
ち
つ
き
体
験
』

を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
お
年

寄
り
か
ら
き
ね
の
使
い
方
を
教
わ
り
、

拍
手
と
歓
声
の
中
、
楽
し
く
餅
つ
き

体
験
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
護
者
は
、
餅
の
丸
め
方

の
コ
ツ
を
教
わ
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
高
齢
者
の
知
恵
は
次
世
代

へ
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。

登
別
東
町
第
五
町
会

　
　
　
　
会
長
　
石
谷
　
弘
二

楽
し
い
餅
つ
き
体
験

い
し
た
に
　
　
こ
う
　じ

　
幌
別
鉄
南
第
５
町
内
会
で
は
『
向

こ
う
三
軒
両
隣
』
の
考
え
を
大
切
に

し
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
高
齢

者
な
ど
に
対
し
、
日
頃
か
ら
声
掛
け

や
町
内
会
の
行
事
へ
の
参
加
を
呼
び

掛
け
、
孤
立
・
孤
独
感
の
解
消
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た

場
合
は
、
災
害
時
要
援
護
者
に
対
し

近
隣
の
方
が
協
力
し
、
避
難
体
制
を

と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

幌
別
鉄
南
第
５
町
内
会

　
　
　
　
会
長
　
平
塚
　
光
雄

日
頃
か
ら
の
安
否
確
認
と
声
掛
け

ひ
ら
つ
か
　
　
み
つ
　お

　
新
和
会
で
は
、
通
学
路
の
交
通
安

全
旗
を
新
調
す
る
と
と
も
に
、
周
辺

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
年
度
を
迎
え
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
挑
戦
す
る
児
童
や
生
徒
が
、
気

持
ち
良
く
安
全
に
通
学
で
き
る
こ
と

を
願
い
、
多
く
の
会
員
が
清
掃
活
動

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
春
に
は
桜
が
咲
き
、
夏
に
は
新
緑

の
美
し
さ
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
、
会
員
自
慢
の
通
学
路
で
す
。

新
和
会

　
　
　
　
会
長
　
島
田
　
幸
一

交
通
安
全
旗
を
新
調

し
ま
　だ
　
　
　
こ
う
い
ち
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開
か

れた
議会を目指し
て

登別市議会 で 検索 市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

2015.6.1

　このたび、議員各位のご推
挙により、引き続き議長を務
めさせていただくことになり
ました。改めて責務の重さを
痛感するとともに、議会の使
命が十分果たせるよう精一杯
努力する決意でございます。
　さて、本市議会では、「地
方創生」に向けた総合戦略の
策定・推進において、「登別
市総合計画第３期基本計画」
との整合性や連動を意識した
上で、自律的で持続的な社会
をめざし、議論してまいりま

す。また、「議会基本条例」を制定した議会として、
常に条例を意識した「議会・議員活動」を推進し、「議
会からの政策提案や条例提案」をたゆむことなく積
極的に進めてまいります。
　何より、市民の目線に立ち、身近で参画しやすい
「開かれた議会」の運営に努め、市民の皆様の期待
と信頼に応えていく所存ですので、今後とも、皆様
のご指導とご協力をお願い申し上げ、就任のあいさ
つといたします。

　昨今、地方議員の存在意義
や役割が問われております。
そのような中、必要とされる
議会の実現には、議員個々が
自らにとってのみ最大効果の
ある結果を求めるのではな
く、議会としての「調整力」
をもった判断と行動を示して
いくことが大切と考えており
ます。市民の豊かな生活を創
造するという本来の職責を見
据え、時には議会としての一

致点を見出す正当な妥協と調整が図られるよう、職
務にまい進させていただきます。
　最後に、私自身の信条でもあります、「誠と真心」
をもって、日々の議会活動に臨ませていただく覚悟
をお約束し、就任のあいさつとさせていただきます。
市民の皆様におかれましては、市議会に対しまして、
一層多くのご意見ご要望をお寄せくださいますよ
う、お願い申し上げます。

　平成 27 年 4月 26 日に行われた登別市議会議員選挙において、新たに 19 人の議員が選出されました。
議長・副議長就任のごあいさつと全議員の紹介、各委員会構成をお知らせします。

78号

議会だより でぃすかす 30

議長就任ごあいさつ議長就任ごあいさつ副議長就任ごあいさつ副議長就任ごあいさつ

副議長

辻　　弘之
つじ ひろ  し

議 長

天神林　美彦
てんじんばやし よしひこ

市民・前進
井野　正臣
い　の まさおみ

公　明　党
小栗　義朗
お ぐり よしろう

公　明　党
木村　俊子
き むら とし こ

市民・前進
工藤　倶二雄
く どう く　に　お （五十音順で掲載）

議員の
紹　介
議員の
紹　介

市政クラブ21
佐藤　弘子
さ  とう ひろ  こ

市政クラブ21
杉尾　直樹
すぎ お なお  き

市民・前進
千田　文孝
ち　だ ふみたか

市民・前進
戸井　肇
と　い はじめ

日本共産党
佐々木 久美子
さ　さ　き く　み　こ

議会だより でぃすかす31

市民・前進
二瓶　秀幸
に へい ひでゆき

市政クラブ21
沼田　一夫
ぬま た かず お

市民・前進
松山　哲男
まつやま てつ  お

公　明　党
村井　寿行
むら い としゆき

市民・前進
成田　昭浩
なり た あきひろ

市政クラブ21
若木　康夫
わか き やす お

日本共産党
渡辺　勉
わたなべ つとむ

市民・前進
米田　登美子
よね た と　み　こ

委　員　長　佐　藤　弘　子
副委員長　二　瓶　秀　幸
議長を除く全議員で構成

（決算審査時は、議長及び監査

委員を除く全議員で構成）

議会運営委員会予算・決算委員会

総務・教育委員会生活・福祉委員会

観光・経済委員会議会だより編集委員会

委　員　長　成　田　昭　浩
副委員長　杉　尾　直　樹

松　山　哲　男　・　渡　辺　　　勉

米　田　登美子　・　佐　藤　弘　子

工　藤　倶二雄　・　村　井　寿　行

わた　　なべ　　　　　 つとむ

  さ　　 とう　　ひろ　　  こ

むら　　 い 　　とし　　ゆき

まつ　　やま　　てつ　　 お

よね　　 た　　　と　み　こ

 く 　　 どう　　 く　に　お

委　員　長　渡　辺　　　勉
副委員長　小　栗　義　朗

松　山　哲　男　・　成　田　昭　浩

辻　　　弘　之　・　井　野　正　臣

委　員　長　戸　井　　　肇
副委員長　若　木　康　夫

辻　　　弘　之　・　佐々木　久美子

小　栗　義　朗　・　千　田　文　孝

委　員　長　村　井　寿　行
副委員長　工　藤　倶二雄

沼　田　一　夫　・　佐　藤　弘　子

佐々木　久美子　・　戸　井　　　肇

委　員　長　米　田　登美子
副委員長　杉　尾　直　樹

木　村　俊　子　・　二　瓶　秀　幸

千　田　文　孝　・　若　木　康　夫

※議会選出の監査委員に木村俊子議員が選出されました。
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人のうごき（平成27年４月末日現在）／人口50,349（＋94）世帯25,086（＋142）（　）は前月比

室蘭市 伊達市白老町

第34回有珠磯まつり水族館の催しミニ体験『アイヌ刺しゅう』

　市は、人口減少・少子高齢化の進展など、さまざまな社会情勢の変化に
適切に対応し、福祉、防災、教育などさまざまな政策、施策にどのように
取り組んで行くのかを指し示す羅針盤として総合計画を策定し、これまで
も安全安心で住みよいまちづくりに取り組んできました。
　また国も、人口減少に歯止めをかけ、地方の元気を生み出すことにより、
将来にわたって活力ある日本社会を維持することを目指し、『まち・ひと
・しごと創生』に取り組むこととしています。
　『まち・ひと・しごと創生』では、地方から都市部への人口流出と、大
都市での超低出生率が大きな原因となり、日本全体の人口減少につながっ
ていると捉え、東京一極集中を是正するとともに、若い世代の結婚・子育
ての希望を実現するためには地域特性に応じた各市町村においての戦略が
必要であるとしています。
　こうしたことから、地方創生の名のもと、それぞれの自治体が総合戦略
を策定し、取り組むことが求められており、登別市においては、総合計画
第３期基本計画に連なるものとして、次の３つの施策を柱として、このま
ちに住み続けたい、住んでみたいと思える魅力あるまちをめざし、平成27
年度を起点とした５年間の戦略を策定します。

（１）進行する少子化に対抗していくため、一層子育てがしやすい環境を
　　　構築し『子どもを生み育てやすいまち』を目指します。
（２）高齢者が住み慣れた地域で活き活きとした生活を送ることができる
　　　『安心して老いを迎えることができるまち』を目指します。
（３）子育て世代はもちろん、市民が安定した生活を送れるよう『各産業
　　　が元気に展開されるまち』を目指します。

　戦略の策定に当たっては、このまちの人口減少、少子高齢化の進展にど
のように臨むべきか、昨年度から協議を続けてきた『総合計画第３基本計
画市民検討委員会委員』を中心に検討していきますが、より多くの皆さん
から、登別市が一層魅力あるまちとなるため、どのような事業に取り組む
べきかご意見をお寄せください。

▼提出方法
　　６月30日㈫までに、
　市役所１階市民コーナ
　ー、各支所、市立図書
　館、市民会館、市民活
　動センターに備え付け
　の回答様式に記入の上、
　投函箱に提出、または
　企画調整グループまで
　郵送、ファクスで提出
　してください。
　　また、市ホームペー
　ジに回答用のページを
　用意するほか、次の２
　次元バーコ
　ードからも
　回答ができ
　ます。

▼問い合わせ
　企画調整グループ
　（〒059-8701中央町６
　丁目11・☎85１１２２
　　85１１０８）
※このアンケート以外に
　も、子育て世代や高齢
　者世帯などにアンケー
　トを行っていますので
　ご協力をお願いします。

地方版総合戦略の策定に向け
皆さんのご意見を募集します
地方版総合戦略の策定に向け
皆さんのご意見を募集します

FAX

FAX

　野草（エゾイラクサ）を活用し、
伝統技法でレクトウンぺ（首飾り）
作りを行います。
　豊かな自然と共に暮らしてきたア
イヌ文化を体験しませんか。

▼日時　６月20日㈯13時～16時

▼場所　イオル事務所チキサニ

▼定員　10人

▼参加料　無料

▼主催　一般社団法人白老モシリ

▼申し込み　６月18日㈭までに、イ
　オル事務所チキサニ（☎０１４４
　82６３０１）

◎七夕展生体展示
　７月７日の『七夕』にちなんだ名
前の魚を特別水槽に展示します。

▼日時　６月20日㈯～７月７日㈫
◎ババガレイ給餌体験と魚のふれあ
　い体験

▼日時　６月から10月10日の毎週土
　曜日（雨天中止）13時30分～14時

▼対象　小学生以下

▼入館料　300円（中学生以下と70
　歳以上は無料）

▼問い合わせ　室蘭水族館
　（☎　１６３８）

　新鮮な海産物の販売や飲食コーナ
ーのほか、ビーチ餅まき、地場産品
が当たるビンゴ大会、漁船の体験試
乗会など楽しいイベントを用意して
います。
　初夏の海を満喫してみませんか。

▼日時　７月５日㈰９時～15時

▼場所　有珠海水浴場

▼問い合わせ　同実行委員会矢内さ
　ん
　（☎０９０‒１６４２‒４３５０）
※有珠海水浴場のオープン期間は７
　月５日㈰～８月23日㈰です。

、


